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(57)【要約】
　リニア特性を有する映像信号から発光量を検出する発
光量検出部と；発光量検出部で検出した発光量に基づい
て発光素子の発光時間を算出する発光時間算出部と；算
出した発光時間を記録する発光時間記録部と；発光時間
記録部に記録した発光時間を用いて発光素子の輝度情報
を取得する輝度取得部と；輝度取得部で取得した輝度情
報に基づいて、映像信号に乗算する係数を算出する係数
算出部と；映像信号に対して係数算出部で算出した係数
を乗算する係数乗算部と；を含む、表示装置が提供され
る。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電流量に応じて自発光する発光素子と映像信号に応じて前記発光素子へ印加する電流を
制御する画素回路とを備える画素と、発光させる前記画素を選択する選択信号を所定の走
査周期で該画素へ供給する走査線と、前記映像信号を前記画素へ供給するデータ線とがマ
トリクス状に配置される表示部を備える表示装置であって：
　リニア特性を有する映像信号を入力し、前記映像信号から発光量を検出する発光量検出
部と；
　前記発光量検出部で検出した発光量に基づいて前記発光素子の発光時間を算出する発光
時間算出部と；
　算出した前記発光時間を記録する発光時間記録部と；
　前記発光時間記録部に記録した発光時間を用いて前記発光素子の輝度情報を取得する輝
度取得部と；
　前記輝度取得部で取得した前記輝度情報に基づいて、前記映像信号に乗算する係数を算
出する係数算出部と；
　前記映像信号に対して前記係数算出部で算出した係数を乗算する係数乗算部と；
を含む、表示装置。
【請求項２】
　ガンマ特性を有する映像信号を、前記リニア特性を有する映像信号に変換するリニア変
換部をさらに含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　リニア特性を有する前記係数乗算部の出力信号を、ガンマ特性を有するように変換する
ガンマ変換部をさらに含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記係数算出部は、前記輝度取得部で前記輝度情報を取得した結果、最も輝度が落ちて
いる色の輝度に他の色の輝度を合わせる係数を算出する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記発光量検出部は、前記画面上の複数の領域に対して発光量を検出し、
　最も輝度が低下している領域に合わせて発光量を補正する信号レベル算出部をさらに含
む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記発光量検出部は、発光量を検出する際に、前記画面上の複数の領域に対して領域を
上下させて発光量を検出する、請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　電流量に応じて自発光する発光素子及び映像信号に応じて前記発光素子へ印加する電流
を制御する画素回路を備える画素と、発光させる前記画素を選択する選択信号を所定の走
査周期で該画素へ供給する走査線と、前記映像信号を前記画素へ供給するデータ線とがマ
トリクス状に配置される表示部を備える表示装置の駆動方法であって：
　リニア特性を有する映像信号を入力し、発光量を検出する発光量検出ステップと；
　前記発光量検出ステップで検出した発光量に基づいて発光時間を算出する発光時間算出
ステップと；
　算出した前記発光時間を記録する発光時間記録ステップと；
　前記発光時間記録ステップで記録した発光時間と前記発光素子の輝度との関係から、前
記発光素子の輝度を取得する輝度取得ステップと；
　前記輝度取得ステップで取得した前記輝度情報に基づいて、前記映像信号に乗算する係
数を算出する係数算出ステップと；
　前記映像信号に対して前記係数算出ステップで算出した係数を乗算する係数乗算ステッ
プと；
を含む、表示装置の駆動方法。
【請求項８】
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　ガンマ特性を有する映像信号を、前記リニア特性を有する映像信号に変換するステップ
をさらに含む、請求項７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　リニア特性を有する前記係数乗算ステップの出力信号を、ガンマ特性を有するように変
換するステップをさらに含む、請求項７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記係数算出ステップは、前記輝度取得ステップで前記輝度情報を取得した結果、最も
輝度が落ちている色の輝度に他の色の輝度を合わせる係数を算出する、請求項７に記載の
表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記発光量検出ステップは、前記画面上の複数の領域に対して発光量を検出し、
　最も輝度が低下している領域に合わせて発光量を補正する信号レベル算出ステップをさ
らに有する、請求項７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記発光量検出ステップは、発光量を検出する際に、前記画面上の複数の領域に対して
領域を上下させて発光量を検出する、請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　電流量に応じて自発光する発光素子及び映像信号に応じて前記発光素子へ印加する電流
を制御する画素回路を備える画素と、発光させる前記画素を選択する選択信号を所定の走
査周期で該画素へ供給する走査線と、前記映像信号を前記画素へ供給するデータ線とがマ
トリクス状に配置される表示部を備える表示装置の制御をコンピュータに実行させるコン
ピュータプログラムであって：
　リニア特性を有する映像信号を入力し、発光量を検出する発光量検出ステップと；
　前記発光量検出ステップで検出した発光量に基づいて発光時間を算出する発光時間算出
ステップと；
　算出した前記発光時間を記録する発光時間記録ステップと；
　前記発光時間記録ステップで記録した発光時間と前記発光素子の輝度との関係から、前
記発光素子の輝度を取得する輝度取得ステップと；
　前記輝度取得ステップで取得した前記輝度情報に基づいて、前記映像信号に乗算する係
数を算出する係数算出ステップと；
　前記映像信号に対して前記係数算出ステップで算出した係数を乗算する係数乗算ステッ
プと；
を含む、コンピュータプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置および表示装置の駆動方法に関し、より詳細には、所定の走査周期
で画素を選択する走査線と、画素を駆動するための輝度情報を与えるデータ線と、前記輝
度情報に基づいて電流量を制御し、電流量に応じて発光素子を発光させる画素回路とが、
マトリクス状に配置されて構成されるアクティブマトリクス型の表示装置およびその駆動
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平面で薄型の表示装置として、液晶を用いた液晶表示装置、プラズマを用いたプラズマ
表示装置等が実用化されている。
【０００３】
　液晶表示装置は、バックライトを設け、電圧の印加によって液晶分子の配列を変化させ
ることでバックライトからの光を通過させたり遮断したりすることで画像を表示する表示
装置である。また、プラズマ表示装置は、基板内に封入されたガスに対して電圧を印加す
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ることでプラズマ状態となり、プラズマ状態から元の状態に戻る際に生じるエネルギーに
よって発生する紫外線が、蛍光体に照射されることで可視光となり、画像を表示する表示
装置である。
【０００４】
　一方、近年においては、電圧を印加すると素子自体が発光する有機ＥＬ（エレクトロル
ミネッセンス）素子を用いた自発光型の表示装置の開発が進んでいる。有機ＥＬ素子は、
電解によってエネルギーを受けると、基底状態から励起状態へ変化し、励起状態から基底
状態に戻るときに、差分のエネルギーを光として放出する。有機ＥＬ表示装置は、この有
機ＥＬ素子が放出する光を用いて画像を表示する表示装置である。
【０００５】
　自発光型表示装置は、バックライトを必要とする液晶表示装置とは異なり、素子が自ら
発光するためにバックライトを必要としないため、液晶表示装置に比べて薄く構成するこ
とが可能である。また、液晶表示装置と比べて、動画特性、視野角特性、色再現性等が優
れているため、有機ＥＬ素子を用いた自発光型表示装置は次世代の平面薄型表示装置とし
て注目されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－８４３５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、自発光型表示装置は素子が自ら発光するために、発光を続けると発光素子の劣
化が生じる。そして、発光素子は色の三原色である赤、緑、青のそれぞれで異なる劣化特
性を有している。従って、発光素子の劣化に伴って赤、緑、青の３色の発光バランスが崩
れてしまい、その結果、画像の色温度が所望するものと異なって画面に表示されてしまう
問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、映像信号から発光時間を算出し、算出した発光時間から発光素子の輝度を取得して、
取得した輝度の情報に基づいて色温度の補正を行うことが可能な、新規かつ改良された表
示装置、表示装置の駆動方法およびコンピュータプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、電流量に応じて自発光する発
光素子と映像信号に応じて発光素子へ印加する電流を制御する画素回路とを備える画素と
、発光させる画素を選択する選択信号を所定の走査周期で該画素へ供給する走査線と、映
像信号を画素へ供給するデータ線とがマトリクス状に配置される表示部を備える表示装置
であって：リニア特性を有する映像信号を入力し、映像信号から発光量を検出する発光量
検出部と；発光量検出部で検出した発光量に基づいて発光素子の発光時間を算出する発光
時間算出部と；算出した発光時間を記録する発光時間記録部と；発光時間記録部に記録し
た発光時間を用いて発光素子の輝度情報を取得する輝度取得部と；輝度取得部で取得した
輝度情報に基づいて、映像信号に乗算する係数を算出する係数算出部と；映像信号に対し
て係数算出部で算出した係数を乗算する係数乗算部と；を含む、表示装置が提供される。
【００１０】
　かかる構成によれば、発光量検出部はリニア特性を有する映像信号を入力し、映像信号
から発光量を検出し、発光時間算出部は発光量検出部で検出した発光量に基づいて発光素
子の発光時間を算出し、発光時間記録部は算出した発光時間を記録し、輝度取得部は発光
時間記録部に記録した発光時間を用いて発光素子の輝度情報を取得し、係数算出部は輝度
取得部で取得した輝度情報に基づいて、映像信号に乗算する係数を算出し、係数乗算部は
映像信号に対して係数算出部で算出した係数を乗算する。その結果、映像信号から発光時
間を算出し、算出した発光時間から発光素子の輝度を取得して、取得した輝度の情報に基
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づいて係数を算出する。そして、算出した係数を映像信号に乗算することによって、画面
に表示する映像の色温度の補正を行うことができる。
【００１１】
　上記表示装置は、ガンマ特性を有する映像信号を、リニア特性を有する映像信号に変換
するリニア変換部をさらに含んでいてもよい。かかる構成によれば、リニア変換部はガン
マ特性を有する映像信号を、リニア特性を有する映像信号に変換する。リニア変換部で変
換されたリニア特性を有する映像信号は発光量検出部に入力されて、映像信号から発光量
が検出される。その結果、映像信号に対する各種信号処理を容易に行うことができる。
【００１２】
　上記表示装置は、リニア特性を有する係数乗算部の出力信号を、ガンマ特性を有するよ
うに変換するガンマ変換部をさらに含んでいてもよい。かかる構成によれば、ガンマ変換
部はリニア特性を有する係数乗算部の出力信号を、ガンマ特性を有するように変換する。
その結果、映像信号がガンマ特性を有することで、表示部が有するガンマ特性をキャンセ
ルし、信号の電流に応じて表示部の内部の自発光素子が発光するようにリニア特性を有す
ることができる。
【００１３】
　係数算出部は、輝度取得部で輝度情報を取得した結果、最も輝度が落ちている色の輝度
に他の色の輝度を合わせる係数を算出してもよい。かかる構成によれば、係数算出部は、
輝度取得部で輝度情報を取得した結果、最も輝度が落ちている色の輝度に他の色の輝度を
合わせる係数を算出する。その結果、最も輝度が落ちている色の輝度に他の色の輝度を合
わせて、輝度を落として映像を表示するので、自発光素子の劣化速度を遅らせることがで
きる。
【００１４】
　発光量検出部は、画面上の複数の領域に対して発光量を検出し、信号レベル補正部は、
最も輝度が低下している領域に合わせて発光量を補正してもよい。かかる構成によれば、
発光量検出部は、画面上の複数の領域に対して発光量を検出し、信号レベル補正部は、最
も輝度が低下している領域に合わせて発光量を補正する。その結果、画面全体の輝度を、
最も輝度が低下している領域に合わせるので、画面全体の色温度を合わせることができる
。
【００１５】
　発光量検出部は、画面上の複数の領域に対して領域を上下させて発光量を検出してもよ
い。かかる構成によれば、発光量検出部は、発光量を検出する際に、画面上の複数の領域
に対して領域を上下させて発光量を検出する。その結果、画面上の輝度を万遍無く検出す
ることができ、より効果的な色温度の補正を行うことができる。
【００１６】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、電流量に応じて自発光
する発光素子及び映像信号に応じて発光素子へ印加する電流を制御する画素回路を備える
画素と、発光させる画素を選択する選択信号を所定の走査周期で該画素へ供給する走査線
と、映像信号を画素へ供給するデータ線とがマトリクス状に配置される表示部を備える表
示装置の駆動方法であって：リニア特性を有する映像信号を入力し、発光量を検出する発
光量検出ステップと；発光量検出ステップで検出した発光量に基づいて発光時間を算出す
る発光時間算出ステップと；算出した発光時間を記録する発光時間記録ステップと；発光
時間記録ステップで記録した発光時間と発光素子の輝度との関係から、発光素子の輝度を
取得する輝度取得ステップと；輝度取得ステップで取得した輝度情報に基づいて、映像信
号に乗算する係数を算出する係数算出ステップと；映像信号に対して係数算出ステップで
算出した係数を乗算する係数乗算ステップと；を含む、表示装置の駆動方法が提供される
。
【００１７】
　かかる構成によれば、発光量検出ステップはリニア特性を有する映像信号を入力し、発
光量を検出し、発光時間算出ステップは発光量検出ステップで検出した発光量に基づいて
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発光時間を算出し、発光時間記録ステップは算出した発光時間を記録し、輝度取得ステッ
プは発光時間記録ステップで記録した発光時間と発光素子の輝度との関係から、発光素子
の輝度を取得し、係数算出ステップは輝度取得ステップで取得した輝度情報に基づいて、
映像信号に乗算する係数を算出し、係数乗算ステップは映像信号に対して係数算出ステッ
プで算出した係数を乗算する。その結果、映像信号から発光時間を算出し、算出した発光
時間から発光素子の輝度を取得して、取得した輝度の情報に基づいて係数を算出する。そ
して、算出した係数を映像信号に乗算することによって、画面に表示する映像の色温度の
補正を行うことができる。
【００１８】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、電流量に応じて自発光
する発光素子及び映像信号に応じて発光素子へ印加する電流を制御する画素回路を備える
画素と、発光させる画素を選択する選択信号を所定の走査周期で該画素へ供給する走査線
と、映像信号を画素へ供給するデータ線とがマトリクス状に配置される表示部を備える表
示装置の制御をコンピュータに実行させるコンピュータプログラムであって：リニア特性
を有する映像信号を入力し、発光量を検出する発光量検出ステップと；発光量検出ステッ
プで検出した発光量に基づいて発光時間を算出する発光時間算出ステップと；算出した発
光時間を記録する発光時間記録ステップと；発光時間記録ステップで記録した発光時間と
発光素子の輝度との関係から、発光素子の輝度を取得する輝度取得ステップと；輝度取得
ステップで取得した輝度情報に基づいて、映像信号に乗算する係数を算出する係数算出ス
テップと；映像信号に対して係数算出ステップで算出した係数を乗算する係数乗算ステッ
プと；を含む、コンピュータプログラムが提供される。
【００１９】
　かかる構成によれば、発光量検出ステップはリニア特性を有する映像信号を入力し、発
光量を検出し、発光時間算出ステップは発光量検出ステップで検出した発光量に基づいて
発光時間を算出し、発光時間記録ステップは算出した発光時間を記録し、輝度取得ステッ
プは発光時間記録ステップで記録した発光時間と発光素子の輝度との関係から、発光素子
の輝度を取得し、係数算出ステップは輝度取得ステップで取得した輝度情報に基づいて、
映像信号に乗算する係数を算出し、係数乗算ステップは映像信号に対して係数算出ステッ
プで算出した係数を乗算する。その結果、映像信号から発光時間を算出し、算出した発光
時間から発光素子の輝度を取得して、取得した輝度の情報に基づいて係数を算出する。そ
して、算出した係数を映像信号に乗算することによって、画面に表示する映像の色温度の
補正を行うことができる。
【発明の効果】
【００２０】
　以上説明したように本発明によれば、映像信号から発光時間を算出し、発光時間と発光
素子の輝度との情報に基づいて色温度の補正を行うことが可能な、新規かつ改良された表
示装置、表示装置の駆動方法およびコンピュータプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００の構成について説明する説
明図である。
【図２Ａ】図２Ａは、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の特性の
移り変わりをグラフで説明する説明図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の特性の
移り変わりをグラフで説明する説明図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の特性の
移り変わりをグラフで説明する説明図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の特性の
移り変わりをグラフで説明する説明図である。
【図２Ｅ】図２Ｅは、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の特性の
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移り変わりをグラフで説明する説明図である。
【図２Ｆ】図２Ｆは、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の特性の
移り変わりをグラフで説明する説明図である。
【図３】図３は、パネル１５８に設けられる画素回路の断面構造の一例を示す断面図であ
る。
【図４】図４は、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の等価回路図である。
【図５】図５は、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の駆動のタイミングチャートである。
【図６Ａ】図６Ａは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｃ】図６Ｃは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｄ】図６Ｄは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｅ】図６Ｅは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｆ】図６Ｆは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｇ】図６Ｇは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｈ】図６Ｈは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図６Ｉ】図６Ｉは、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図７】図７は、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の等価回路図である。
【図８】図８は、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の駆動のタイミングチャートである。
【図９Ａ】図９Ａは、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図９Ｃ】図９Ｃは、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図９Ｄ】図９Ｄは、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図９Ｅ】図９Ｅは、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図９Ｆ】図９Ｆは、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の各トランジスタのオン／オフ状態等を示す
説明図である。
【図１０】図１０は、４Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の等価回路図である。
【図１１】図１１は、３Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の等価回路図である。
【図１２】図１２は、長期色温度補正部１２４および長期色温度補正部１２４に関係する
構成要素について説明する説明図である。
【図１３】図１３は、有機ＥＬ素子のＬＴ特性の一例について説明する説明図である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、有機ＥＬ素子のＬＴ特性の一例について説明する説明図である
。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、有機ＥＬ素子のＬＴ特性の一例について説明する説明図である
。
【図１５】図１５は、本発明の一実施形態にかかる、輝度を取得するために分割する画面
上の領域を示す説明図である。



(8) JP WO2008/143130 A1 2008.11.27

10

20

30

40

50

【図１６】図１６は本発明の一実施形態にかかる、画面の水平座標とゲインとの関係をグ
ラフで示す説明図である。
【図１７】図１７は、本発明の一実施形態にかかる色温度補正方法について説明する流れ
図である。
【図１８】図１８は、本発明の一実施形態にかかる色温度補正方法について説明する流れ
図である。
【図１９Ａ】図１９Ａは、本発明の一実施形態にかかる色温度の調節について説明する説
明図である。
【図１９Ｂ】図１９Ｂは、本発明の一実施形態にかかる色温度の調節について説明する説
明図である。
【図２０】図２０は、本発明の一実施形態にかかる、時間と検出領域との関係をグラフで
示す説明図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１００　　表示装置
　１０４　　制御部
　１０６　　記録部
　１１０　　信号処理集積回路
　１１２　　エッジぼかし部
　１１４　　Ｉ／Ｆ部
　１１６　　リニア変換部
　１１８　　パターン生成部
　１２０　　色温度調整部
　１２２　　静止画検波部
　１２４　　長期色温度補正部
　１２６　　発光時間制御部
　１２８　　信号レベル補正部
　１３０　　ムラ補正部
　１３２　　ガンマ変換部
　１３４　　ディザ処理部
　１３６　　信号出力部
　１３８　　長期色温度補正検波部
　１４０　　ゲートパルス出力部
　１４２　　ガンマ回路制御部
　１５０　　記憶部
　１５２　　データドライバ
　１５４　　ガンマ回路
　１５６　　過電流検出部
　１５８　　パネル
　１６２　　発光時間算出部
　１６４　　発光時間記憶部
　１６６　　輝度取得部
　１６８　　係数算出部
　１７０　　係数乗算部
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２４】
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　まず、本発明の一実施形態にかかる表示装置の構成について説明する。図１は、本発明
の一実施形態にかかる表示装置１００の構成について説明する説明図である。以下、図１
を用いて本発明の一実施形態にかかる表示装置１００の構成について説明する。
【００２５】
　図１に示したように、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００は、制御部１０４と
、記録部１０６と、信号処理集積回路１１０と、記憶部１５０と、データドライバ１５２
と、ガンマ回路１５４と、過電流検出部１５６と、パネル１５８と、を含んで構成される
。
【００２６】
　そして信号処理集積回路１１０は、エッジぼかし部１１２と、Ｉ／Ｆ部１１４と、リニ
ア変換部１１６と、パターン生成部１１８と、色温度調整部１２０と、静止画検波部１２
２と、長期色温度補正部１２４と、発光時間制御部１２６と、信号レベル補正部１２８と
、ムラ補正部１３０と、ガンマ変換部１３２と、ディザ処理部１３４と、信号出力部１３
６と、長期色温度補正検波部１３８と、ゲートパルス出力部１４０と、ガンマ回路制御部
１４２と、を含んで構成される。
【００２７】
　表示装置１００は、映像信号の供給を受けると、その映像信号を分析して、分析した内
容に従って、後述するパネル１５８の内部に配置される画素を点灯することで、パネル１
５８を通じて映像を表示するものである。
【００２８】
　制御部１０４は、信号処理集積回路１１０の制御を行うものであり、Ｉ／Ｆ部１１４と
の間で信号の授受を行う。また、制御部１０４はＩ／Ｆ部１１４から受け取った信号に対
して各種信号処理を行う。制御部１０４で行う信号処理には、例えばパネル１５８に表示
する画像の輝度の調整に用いるゲインの算出がある。
【００２９】
　記録部１０６は、制御部１０４において信号処理集積回路１１０を制御するための情報
を格納するためのものである。記録部１０６として、表示装置１００の電源が切れている
状態でも情報が消えずに格納することができるメモリを用いることが好ましい。記録部１
０６として採用するメモリとして、例えば電気的に内容を書き換えることができるＥＥＰ
ＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍ
ａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）を用いることが望ましい。ＥＥＰＲＯＭ
は基板に実装したままでデータの書き込みや消去を行うことができる不揮発性のメモリで
あり、刻一刻と変化する表示装置１００の情報を格納するために好適なメモリである。
【００３０】
　信号処理集積回路１１０は、映像信号を入力し、入力された映像信号に対して信号処理
を施すものである。本実施形態では、信号処理集積回路１１０に入力される映像信号はデ
ジタル信号であり、信号幅は１０ビットである。入力した映像信号に対する信号処理は、
信号処理集積回路１１０の内部の各部で行う。
【００３１】
　エッジぼかし部１１２は、入力された映像信号に対してエッジをぼかすための信号処理
を行うものである。具体的には、エッジぼかし部１１２は、パネル１５８への画像の焼き
付き現象を防ぐために、画像を意図的にずらすことでエッジをぼかして、画像の焼き付き
現象を防ぐものである。
【００３２】
　リニア変換部１１６は、入力に対する出力がガンマ特性を有する映像信号を、ガンマ特
性からリニア特性を有するように変換する信号処理を行うものである。リニア変換部１１
６で入力に対する出力がリニア特性を有するように信号処理を行うことで、パネル１５８
で表示する画像に対する様々な処理が容易になる。リニア変換部１１６での信号処理によ
って、映像信号の信号幅が１０ビットから１４ビットに拡がる。リニア変換部１１６でリ
ニア特性を有するように映像信号を変換すると、後述するガンマ変換部１３２においてガ
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ンマ特性を有するように変換する。
【００３３】
　パターン生成部１１８は、表示装置１００の内部の画像処理で使用するテストパターン
を生成するものである。表示装置１００の内部の画像処理で使用するテストパターンとし
ては、例えばパネル１５８の表示検査に用いるテストパターンがある。
【００３４】
　色温度調整部１２０は、画像の色温度の調整を行うものであり、表示装置１００のパネ
ル１５８で表示する色の調整を行うものである。図１には図示していないが、表示装置１
００には色温度を調整するための色温度調整手段を備えており、利用者が色温度調整手段
を操作することで、画面に表示される画像の色温度を手動で調整することができる。
【００３５】
　長期色温度補正部１２４は、有機ＥＬ素子のＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）各色の輝度
・時間特性（ＬＴ特性）が異なることによる経年劣化を補正するものである。有機ＥＬ素
子には、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色のＬＴ特性が異なるため、発光時間の経過に伴って色のバランス
が崩れてくる。その色のバランスを補正するものである。
【００３６】
　発光時間制御部１２６は、映像をパネル１５８に表示する際のパルスのデューティ比を
算出して、有機ＥＬ素子の発光時間を制御するものである。表示装置１００は、パルスが
ＨＩ状態の間にパネル１５８内部の有機ＥＬ素子に対して電流を流すことで、有機ＥＬ素
子を発光させて画像の表示を行う。
【００３７】
　信号レベル補正部１２８は、画像の焼き付き現象を防ぐために、映像信号の信号レベル
を補正することでパネル１５８に表示する映像の輝度を調整するものである。画像の焼き
付き現象は、特定の画素の発光頻度が他の画素に比べて高い場合に生じる発光特性の劣化
現象のことであり、劣化してしまった画素は他の劣化していない画素に比べて輝度の低下
を招いて、周辺の劣化していない部分との輝度差が大きくなる。この輝度の差によって、
画面に文字が焼き付いてしまったように見える。
【００３８】
　信号レベル補正部１２８は、映像信号と発光時間制御部１２６で算出されたパルスのデ
ューティ比とから各画素または画素群の発光量を算出し、算出した発光量に基づいて、必
要に応じて輝度を落とすためのゲインを算出し、算出したゲインを映像信号に乗じるもの
である。
【００３９】
　長期色温度補正検波部１３８は、長期色温度補正部１２４で補正するための情報を検知
するものである。長期色温度補正検波部１３８で検知した情報は、Ｉ／Ｆ部１１４を通じ
て制御部１０４に送られ、制御部１０４を経由して記録部１０６に記録される。
【００４０】
　ムラ補正部１３０は、パネル１５８に表示される画像や映像のムラを補正するものであ
る。ムラ補正部１３０において、パネル１５８の横筋、縦筋および画面全体の斑を、入力
信号のレベルや座標位置を基準に補正を行う。
【００４１】
　ガンマ変換部１３２は、リニア変換部１１６でリニア特性を有するように変換した映像
信号に対してガンマ特性を有するように変換する信号処理を施すものである。ガンマ変換
部１３２で行う信号処理は、パネル１５８が有するガンマ特性をキャンセルし、信号の電
流に応じてパネル１５８の内部の有機ＥＬ素子が発光するようにリニア特性を有するよう
な信号に変換する信号処理である。ガンマ変換部１３２で信号処理を行うことで、信号幅
が１４ビットから１２ビットに変化する。
【００４２】
　ディザ処理部１３４は、ガンマ変換部１３２で変換された信号に対してディザリングを
施すものである。ディザリングは、使用可能な色数が少ない環境で中間色を表現するため
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に、表示可能な色を組み合わせて表示することである。ディザ処理部１３４でディザリン
グを行うことで、本来パネル上では表示できない色を、見かけ上作り出して表現すること
ができる。ディザ処理部１３４でのディザリングによって、信号幅が１２ビットから１０
ビットに変化する。
【００４３】
　信号出力部１３６は、ディザ処理部１３４でディザリングが施された後の信号をデータ
ドライバ１５２に対して出力するものである。信号出力部１３６からデータドライバ１５
２に渡される信号はＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量に関する情報が乗った信号であり、発光時間
の情報が乗った信号はゲートパルス出力部１４０からパルスの形式で出力される。
【００４４】
　ゲートパルス出力部１４０は、パネル１５８の発光時間を制御するパルスを出力するも
のである。ゲートパルス出力部１４０から出力されるパルスは、発光時間制御部１２６で
算出したデューティ比によるパルスである。ゲートパルス出力部１４０からのパルスによ
って、パネル１５８での各画素の発光時間が決定される。
【００４５】
　ガンマ回路制御部１４２は、ガンマ回路１５４に設定値を与えるものである。ガンマ回
路制御部１４２が与える設定値は、データドライバ１５２の内部に含まれるＤ／Ａ変換器
のラダー抵抗に与えるための基準電圧である。
【００４６】
　記憶部１５０は、信号レベル補正部１２８で輝度を補正する際に必要となる、所定の輝
度を上回って発光している画素または画素群の情報と、当該上回っている量の情報とを対
応付けて格納しているものである。記憶部１５０としては、記録部１０６とは異なり、電
源が切れると内容が消去されるようなメモリを用いてもよく、そのようなメモリとして、
例えばＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）を用いることが望ましい。
【００４７】
　過電流検出部１５６は、基板のショート等で過電流が生じた場合にその過電流を検出し
、ゲートパルス出力部１４０に通知するものである。過電流検出部１５６からの過電流発
生通知により、過電流が生じた場合にその過電流がパネル１５８に印加されるのを防ぐこ
とができる。
【００４８】
　データドライバ１５２は、信号出力部１３６から受け取った信号に対して信号処理を行
い、パネル１５８に対して、パネル１５８で映像を表示するための信号を出力するもので
ある。データドライバ１５２には、図示しないが、Ｄ／Ａ変換器が含まれており、Ｄ／Ａ
変換器はデジタル信号をアナログ信号に変換して出力する。
【００４９】
　ガンマ回路１５４は、データドライバ１５２の内部に含まれるＤ／Ａ変換器のラダー抵
抗に基準電圧を与えるものである。ラダー抵抗に与えるための基準電圧は、上述のように
ガンマ回路制御部１４２で生成される。
【００５０】
　パネル１５８は、データドライバ１５２からの出力信号およびゲートパルス出力部１４
０からの出力パルスを入力し、入力した信号およびパルスに応じて、自発光素子の一例で
ある有機ＥＬ素子を発光させて動画像や静止画像を表示するものである。パネル１５８は
、画像を表示する面の形状が平面である。有機ＥＬ素子は電圧を印加すると発光する自発
光型の素子であり、その発光量は電圧に比例する。従って、有機ＥＬ素子のＩＬ特性（電
流－発光量特性）も比例関係を有することとなる。
【００５１】
　パネル１５８には、図１には図示しないが、所定の走査周期で画素を選択する走査線と
、画素を駆動するための輝度情報を与えるデータ線と、輝度情報に基づいて電流量を制御
し、電流量に応じて発光素子である有機ＥＬ素子を発光させる画素回路とが、マトリクス
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状に配置されて構成されており、このように走査線、データ線および画素回路が構成され
ていることで、表示装置１００は映像信号に従って映像を表示することができる。
【００５２】
　以上、図１を用いて本発明の一実施形態にかかる表示装置１００の構成について説明し
た。なお、図１に示した本発明の一実施形態にかかる表示装置１００は、リニア変換部１
１６でリニア特性を有するように映像信号を変換した後、変換後の映像信号をパターン生
成部１１８に入力したが、パターン生成部１１８とリニア変換部１１６とを入れ替えても
よい。
【００５３】
　次に、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の特性の移り変わりに
ついて説明する。図２Ａ～図２Ｆは、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れ
る信号の特性の移り変わりをグラフで説明する説明図である。図２Ａ～図２Ｆの各グラフ
は、横軸を入力、縦軸を出力として示している。
【００５４】
　図２Ａは、被写体を入力した際に、被写体の光量に対する出力Ａがガンマ特性を有する
映像信号に対して、リニア変換部１１６で逆のガンマ曲線（リニアガンマ）を掛け合わせ
ることで、被写体の光量に対する出力がリニア特性を有するように映像信号を変換したこ
とを示している。
【００５５】
　図２Ｂは、被写体の光量の入力に対する出力Ｂの特性がリニア特性を有するように変換
した映像信号に対して、ガンマ変換部１３２でガンマ曲線を掛け合わせることで、被写体
の光量の入力に対する出力がガンマ特性を有するように映像信号を変換したことを示して
いる。
【００５６】
　図２Ｃは、被写体の光量の入力に対する出力Ｃの特性がガンマ特性を有するように変換
した映像信号に対して、データドライバ１５２におけるＤ／Ａ変換が行われたことを示し
ている。Ｄ／Ａ変換は、入力と出力との関係がリニア特性を有している。従って、データ
ドライバ１５２によってＤ／Ａ変換が施されることによって、被写体の光量を入力すると
、出力電圧はガンマ特性を有する。
【００５７】
　図２Ｄは、Ｄ／Ａ変換が施された後の映像信号が、パネル１５８に含まれるトランジス
タに入力されることによって、両者のガンマ特性が打ち消されることを示している。トラ
ンジスタのＶＩ特性は、被写体の光量の入力に対する出力電圧のガンマ特性と逆のカーブ
を有するガンマ特性である。従って、被写体の光量を入力すると出力電流がリニア特性を
有するように再び変換することができる。
【００５８】
　図２Ｅは、被写体の光量を入力すると出力電流がリニア特性を有する信号がパネル１５
８に入力されることで、当該リニア特性を有する信号と、上述したようにリニア特性を有
する有機ＥＬ素子のＩＬ特性とが掛け合わされることを示している。
【００５９】
　その結果、図２Ｆに示したように、被写体の光量を入力すると、パネル（ＯＬＥＤ；Ｏ
ｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）の発光量がリニア特性を有
しているため、リニア変換部１１６で逆のガンマ曲線を掛け合わせてリニア特性を有する
ように映像信号を変換することで、図１に示した信号処理集積回路１１０におけるリニア
変換部１１６からガンマ変換部１３２の間をリニア領域として信号処理することが可能と
なる。
【００６０】
　以上、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００を流れる信号の信号特性の移り変わ
りについて説明した。
【００６１】
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［画素回路構造］
　続いて、パネル１５８に設けられる画素回路の構造の一例について説明する。
【００６２】
　図３は、パネル１５８に設けられる画素回路の断面構造の一例を示す断面図である。図
３に示すように、パネル１５８に設けられる画素回路は、駆動トランジスタ１０２２等を
含む駆動回路が形成されたガラス基板１２０１上に絶縁膜１２０２、絶縁平坦化膜１２０
３およびウインド絶縁膜１２０４がその順に形成され、当該ウインド絶縁膜１２０４の凹
部１２０４Ａに有機ＥＬ素子１０２１が設けられた構成となっている。ここでは、駆動回
路の各構成素子のうち、駆動トランジスタ１０２２のみを図示し、他の構成素子について
は省略して示している。
【００６３】
　有機ＥＬ素子１０２１は、上記ウインド絶縁膜１２０４の凹部１２０４Ａの底部に形成
された金属等からなるアノード電極１２０５と、当該アノード電極１２０５上に形成され
た有機層（電子輸送層、発光層、ホール輸送層/ホール注入層）１２０６と、当該有機層
１２０６上に全画素共通に形成された透明導電膜等からなるカソード電極１２０７とから
構成されている。
【００６４】
　この有機ＥＬ素子１０２１において、有機層１２０６は、アノード電極１２０５上にホ
ール輸送層／ホール注入層２０６１、発光層２０６２、電子輸送層２０６３および電子注
入層（図示せず）が順次堆積されることによって形成される。そして、駆動トランジスタ
１０２２による電流駆動の下に、駆動トランジスタ１０２２からアノード電極１２０５を
通して有機層１２０６に電流が流れることで、当該有機層１２０６内の発光層２０６２に
おいて電子と正孔が再結合する際に発光するようになっている。
【００６５】
　駆動トランジスタ１０２２は、ゲート電極１２２１と、半導体層１２２２の一方側に設
けられたソース／ドレイン領域１２２３と、半導体層１２２２の他方側に設けられたドレ
イン／ソース領域１２２４と、半導体層１２２２のゲート電極１２２１と対向する部分の
チャネル形成領域１２２５とから構成されている。ソース／ドレイン領域１２２３は、コ
ンタクトホールを介して有機ＥＬ素子１０２１のアノード電極１２０５と電気的に接続さ
れている。
【００６６】
　そして、図３に示すように、駆動トランジスタ１０２２を含む駆動回路が形成されたガ
ラス基板１２０１上に、絶縁膜１２０２、絶縁平坦化膜１２０３およびウインド絶縁膜１
２０４を介して有機ＥＬ素子１０２１が画素単位で形成された後は、パッシベーション膜
１２０８を介して封止基板１２０９が接着剤１２１０によって接合され、当該封止基板１
２０９によって有機ＥＬ素子１０２１が封止されることにより、パネル１５８が形成され
る。
【００６７】
［駆動回路］
　続いて、パネル１５８に設けられる駆動回路の構成の一例について説明する。
【００６８】
　有機ＥＬ素子を備えた発光部ＥＬＰを駆動するための駆動回路として各種の回路がある
が、以下、５トランジスタ／１容量部から基本的に構成された駆動回路（以下、５Ｔｒ／
１Ｃ駆動回路と呼ぶ場合がある）、４トランジスタ／１容量部から基本的に構成された駆
動回路（以下、４Ｔｒ／１Ｃ駆動回路と呼ぶ場合がある）、３トランジスタ／１容量部か
ら基本的に構成された駆動回路（以下、３Ｔｒ／１Ｃ駆動回路と呼ぶ場合がある）、２ト
ランジスタ／１容量部から基本的に構成された駆動回路（以下、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路と
呼ぶ場合がある）に共通する事項を、先ず説明する。
【００６９】
　便宜上、駆動回路を構成する各トランジスタは、原則として、ｎチャネル型の薄膜トラ
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ンジスタ（ＴＦＴ）から構成されているとして説明する。但し、場合によっては、一部の
トランジスタをｐチャネル型のＴＦＴから構成することもできる。尚、半導体基板等にト
ランジスタを形成した構成とすることもできる。駆動回路を構成するトランジスタの構造
は、特に限定するものではない。以下の説明においては、駆動回路を構成するトランジス
タはエンハンスメント型であるとして説明するが、これに限るものではない。デプレッシ
ョン型のトランジスタが用いられていてもよい。また、駆動回路を構成するトランジスタ
はシングルゲート型であってもよいし、デュアルゲート型であってもよい。
【００７０】
　以下の説明において、表示装置は、（Ｎ／３）×Ｍ個の２次元マトリクス状に配列され
た画素から構成され、１つの画素は、３つの副画素（赤色を発光する赤色発光副画素、緑
色を発光する緑色発光副画素、青色を発光する青色発光副画素）から構成されているとす
る。また、各画素を構成する発光素子は、線順次駆動されるとし、表示フレームレートを
ＦＲ（回／秒）とする。即ち、第ｍ行目（但し、ｍ＝１，２，３・・・Ｍ）に配列された
（Ｎ／３）個の画素、より具体的には、Ｎ個の副画素のそれぞれを構成する発光素子が同
時に駆動される。換言すれば、１つの行を構成する各発光素子にあっては、その発光／非
発光のタイミングは、それらが属する行単位で制御される。尚、１つの行を構成する各画
素について映像信号を書き込む処理は、全ての画素について同時に映像信号を書き込む処
理（以下、単に、同時書込み処理と呼ぶ場合がある）であってもよいし、各画素毎に順次
映像信号を書き込む処理（以下、単に、順次書込み処理と呼ぶ場合がある）であってもよ
い。いずれの書込み処理とするかは、駆動回路の構成に応じて適宜選択すればよい。
【００７１】
　ここで、原則として、第ｍ行目、第ｎ列（但し、ｎ＝１，２，３・・・Ｎ）に位置する
発光素子に関する駆動、動作を説明するが、係る発光素子を、以下、第（ｎ，ｍ）番目の
発光素子あるいは第（ｎ，ｍ）番目の副画素と呼ぶ。そして、第ｍ行目に配列された各発
光素子の水平走査期間（第ｍ番目の水平走査期間）が終了するまでに、各種の処理（後述
する閾値電圧キャンセル処理、書込み処理、移動度補正処理）が行われる。尚、書込み処
理や移動度補正処理は、第ｍ番目の水平走査期間内に行われる必要がある。一方、駆動回
路の種類によっては、閾値電圧キャンセル処理やこれに伴う前処理を第ｍ番目の水平走査
期間より先行して行うことができる。
【００７２】
　そして、上述した各種の処理が全て終了した後、第ｍ行目に配列された各発光素子を構
成する発光部を発光させる。尚、上述した各種の処理が全て終了した後、直ちに発光部を
発光させてもよいし、所定の期間（例えば、所定の行数分の水平走査期間）が経過した後
に発光部を発光させてもよい。この所定の期間は、表示装置の仕様や駆動回路の構成等に
応じて、適宜設定することができる。尚、以下の説明においては、説明の便宜のため、各
種の処理終了後、直ちに発光部を発光させるものとする。そして、第ｍ行目に配列された
各発光素子を構成する発光部の発光は、第（ｍ＋ｍ’）行目に配列された各発光素子の水
平走査期間の開始直前まで継続される。ここで、「ｍ’」は、表示装置の設計仕様によっ
て決定される。即ち、或る表示フレームの第ｍ行目に配列された各発光素子を構成する発
光部の発光は、第（ｍ＋ｍ’－１）番目の水平走査期間まで継続される。一方、第（ｍ＋
ｍ’）番目の水平走査期間の始期から、次の表示フレームにおける第ｍ番目の水平走査期
間内において書込み処理や移動度補正処理が完了するまで、第ｍ行目に配列された各発光
素子を構成する発光部は、原則として非発光状態を維持する。上述した非発光状態の期間
（以下、単に、非発光期間と呼ぶ場合がある）を設けることにより、アクティブマトリク
ス駆動に伴う残像ボケが低減され、動画品位をより優れたものとすることができる。但し
、各副画素（発光素子）の発光状態／非発光状態は、以上に説明した状態に限定するもの
ではない。また、水平走査期間の時間長は、（１／ＦＲ）×（１／Ｍ）秒未満の時間長で
ある。（ｍ＋ｍ’）の値がＭを越える場合、越えた分の水平走査期間は、次の表示フレー
ムにおいて処理される。
【００７３】
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　１つのトランジスタの有する２つのソース／ドレイン領域において、「一方のソース／
ドレイン領域」という用語を、電源部に接続された側のソース／ドレイン領域といった意
味において使用する場合がある。また、トランジスタがオン状態にあるとは、ソース／ド
レイン領域間にチャネルが形成されている状態を意味する。係るトランジスタの一方のソ
ース／ドレイン領域から他方のソース／ドレイン領域に電流が流れているか否かは問わな
い。一方、トランジスタがオフ状態にあるとは、ソース／ドレイン領域間にチャネルが形
成されていない状態を意味する。また、或るトランジスタのソース／ドレイン領域が他の
トランジスタのソース／ドレイン領域に接続されているとは、或るトランジスタのソース
／ドレイン領域と他のトランジスタのソース／ドレイン領域とが同じ領域を占めている形
態を包含する。更には、ソース／ドレイン領域は、不純物を含有したポリシリコンやアモ
ルファスシリコン等の導電性物質から構成することができるだけでなく、金属、合金、導
電性粒子、これらの積層構造、有機材料（導電性高分子）から成る層から構成することが
できる。また、以下の説明で用いるタイミングチャートにおいて、各期間を示す横軸の長
さ（時間長）は模式的なものであり、各期間の時間長の割合を示すものではない。
【００７４】
　図４等に示す駆動回路を用いた発光部ＥＬＰの駆動方法は、例えば、
　（ａ）第１ノードＮＤ1と第２ノードＮＤ2との間の電位差が、駆動トランジスタＴＲD

の閾値電圧を越え、且つ、第２ノードＮＤ2と発光部ＥＬＰに備えられたカソード電極と
の間の電位差が、発光部ＥＬＰの閾値電圧を越えないように、第１ノードＮＤ1に第１ノ
ード初期化電圧を印加し、第２ノードＮＤ2に第２ノードＮＤ2初期化電圧を印加する前処
理を行い、次いで、
　（ｂ）第１ノードＮＤ1の電位を保った状態で、第１ノードＮＤ1の電位から駆動トラン
ジスタＴＲDの閾値電圧を減じた電位に向かって、第２ノードＮＤ2の電位を変化させる閾
値電圧キャンセル処理を行い、その後、
　（ｃ）走査線ＳＣＬからの信号によりオン状態とされた書込みトランジスタＴＲWを介
して、データ線ＤＴＬから映像信号を第１ノードＮＤ1に印加する書込み処理を行い、次
いで、
　（ｄ）走査線ＳＣＬからの信号により書込みトランジスタＴＲWをオフ状態とすること
により第１ノードＮＤ1を浮遊状態とし、電源部２１００から駆動トランジスタＴＲDを介
して、第１ノードＮＤ1と第２ノードＮＤ2との間の電位差の値に応じた電流を発光部ＥＬ
Ｐに流すことにより、発光部ＥＬＰを駆動する、
工程から成る。
【００７５】
　上述したように、前記工程（ｂ）において、第１ノードＮＤ1の電位から駆動トランジ
スタＴＲDの閾値電圧を減じた電位に向かって、第２ノードＮＤ2の電位を変化させる閾値
電圧キャンセル処理を行なう。より具体的には、第１ノードＮＤ1の電位から駆動トラン
ジスタＴＲDの閾値電圧を減じた電位に向かって第２ノードＮＤ2の電位を変化させるため
に、前記工程（ａ）における第２ノードＮＤ2の電位に駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧
を加えた電圧を超える電圧を、駆動トランジスタＴＲDの一方のソース／ドレイン領域に
印加する。定性的には、閾値電圧キャンセル処理において、第１ノードＮＤ1と第２ノー
ドＮＤ2との間の電位差（換言すれば、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域
との間の電位差）が駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧に近づく程度は、閾値電圧キャン
セル処理の時間により左右される。従って、例えば閾値電圧キャンセル処理の時間を充分
長く確保した形態にあっては、第２ノードＮＤ2の電位は第１ノードＮＤ1の電位から駆動
トランジスタＴＲDの閾値電圧を減じた電位に達する。そして、第１ノードＮＤ1と第２ノ
ードＮＤ2との間の電位差は駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧に達し、駆動トランジスタ
ＴＲDはオフ状態となる。一方、例えば閾値電圧キャンセル処理の時間を短く設定せざる
を得ない形態にあっては、第１ノードＮＤ1と第２ノードＮＤ2との間の電位差が駆動トラ
ンジスタＴＲDの閾値電圧より大きく、駆動トランジスタＴＲDはオフ状態とはならない場
合がある。閾値電圧キャンセル処理の結果として、必ずしも駆動トランジスタＴＲDがオ
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フ状態となることを要しない。
【００７６】
　次いで、各駆動回路毎に、駆動回路の構成、及び、これらの駆動回路を用いた発光部Ｅ
ＬＰの駆動方法に関して、以下、詳しく説明する。
【００７７】
［５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路］
　５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の等価回路図を図４に示し、図４に示した５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路
の駆動のタイミングチャートを模式的に図５に示し、図４に示した５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路
の各トランジスタのオン／オフ状態等を模式的に図６Ａ～図６Ｉに示す。
【００７８】
　この５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路は、書込みトランジスタＴＲW、駆動トランジスタＴＲD、第
１トランジスタＴＲ1、第２トランジスタＴＲ2、第３トランジスタＴＲ3の５つのトラン
ジスタから構成され、更には、１つの容量部Ｃ1から構成されている。尚、書込みトラン
ジスタＴＲW、第１トランジスタＴＲ1、第２トランジスタＴＲ2、及び、第３トランジス
タＴＲ3をｐチャネル型のＴＦＴから形成してもよい。
【００７９】
　［第１トランジスタＴＲ1］
　第１トランジスタＴＲ1の一方のソース／ドレイン領域は、電源部２１００（電圧ＶCC

）に接続され、第１トランジスタＴＲ1の他方のソース／ドレイン領域は、駆動トランジ
スタＴＲDの一方のソース／ドレイン領域に接続されている。また、第１トランジスタＴ
Ｒ1のオン／オフ動作は、第１トランジスタ制御回路２１１１から伸びて、第１トランジ
スタＴＲ1のゲート電極に接続された第１トランジスタ制御線ＣＬ1によって制御される。
電源部２１００は、発光部ＥＬＰに電流を供給し、発光部ＥＬＰを発光させるために設け
られている。
【００８０】
　［駆動トランジスタＴＲD］
　駆動トランジスタＴＲDの一方のソース／ドレイン領域は、上述のとおり、第１トラン
ジスタＴＲ1の他方のソース／ドレイン領域に接続されている。一方、駆動トランジスタ
ＴＲDの他方のソース／ドレイン領域は、
（１）発光部ＥＬＰのアノード電極、
（２）第２トランジスタＴＲ2の他方のソース／ドレイン領域、及び、
（３）容量部Ｃ1の一方の電極、
に接続されており、第２ノードＮＤ2を構成する。また、駆動トランジスタＴＲDのゲート
電極は、
（１）書込みトランジスタＴＲWの他方のソース／ドレイン領域、
（２）第３トランジスタＴＲ3の他方のソース／ドレイン領域、及び、
（３）容量部Ｃ1の他方の電極、
に接続されており、第１ノードＮＤ1を構成する。
【００８１】
　ここで、駆動トランジスタＴＲDは、発光素子の発光状態においては、以下の式（１）
に従ってドレイン電流Ｉdsを流すように駆動される。発光素子の発光状態においては、駆
動トランジスタＴＲDの一方のソース／ドレイン領域はドレイン領域として働き、他方の
ソース／ドレイン領域はソース領域として働く。説明の便宜のため、以下の説明において
、駆動トランジスタＴＲDの一方のソース／ドレイン領域を単にドレイン領域と呼び、他
方のソース／ドレイン領域を単にソース領域と呼ぶ場合がある。尚、
μ　：実効的な移動度
Ｌ　：チャネル長
Ｗ　：チャネル幅
Ｖgs：ゲート電極とソース領域との間の電位差
Ｖth：閾値電圧
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Ｃox：（ゲート絶縁層の比誘電率）×（真空の誘電率）／（ゲート絶縁層の厚さ）
ｋ≡（１／２）・（Ｗ／Ｌ）・Ｃox

とする。
【００８２】
Ｉds＝ｋ・μ・（Ｖgs－Ｖth）

2　　（１）
【００８３】
　このドレイン電流Ｉdsが発光部ＥＬＰを流れることで、発光部ＥＬＰが発光する。更に
は、このドレイン電流Ｉdsの値の大小によって、発光部ＥＬＰにおける発光状態（輝度）
が制御される。
【００８４】
　［書込みトランジスタＴＲW］
　書込みトランジスタＴＲWの他方のソース／ドレイン領域は、上述のとおり、駆動トラ
ンジスタＴＲDのゲート電極に接続されている。一方、書込みトランジスタＴＲWの一方の
ソース／ドレイン領域は、信号出力回路２１０２から伸びるデータ線ＤＴＬに接続されて
いる。そして、データ線ＤＴＬを介して、発光部ＥＬＰにおける輝度を制御するための映
像信号ＶSigが、一方のソース／ドレイン領域に供給される。尚、データ線ＤＴＬを介し
て、ＶSig以外の種々の信号・電圧（プリチャージ駆動のための信号や各種の基準電圧等
）が、一方のソース／ドレイン領域に供給されてもよい。また、書込みトランジスタＴＲ

Wのオン／オフ動作は、走査回路２１０１から伸びて、書込みトランジスタＴＲWのゲート
電極に接続された走査線ＳＣＬによって制御される。
【００８５】
　［第２トランジスタＴＲ2］
　第２トランジスタＴＲ2の他方のソース／ドレイン領域は、上述のとおり、駆動トラン
ジスタＴＲDのソース領域に接続されている。一方、第２トランジスタＴＲ2の一方のソー
ス／ドレイン領域には、第２ノードＮＤ2の電位（即ち、駆動トランジスタＴＲDのソース
領域の電位）を初期化するための電圧ＶSSが供給される。また、第２トランジスタＴＲ2

のオン／オフ動作は、第２トランジスタ制御回路２１１２から伸びて、第２トランジスタ
ＴＲ2のゲート電極に接続された第２トランジスタ制御線ＡＺ2によって制御される。
【００８６】
　［第３トランジスタＴＲ3］
　第３トランジスタＴＲ3の他方のソース／ドレイン領域は、上述のとおり、駆動トラン
ジスタＴＲDのゲート電極に接続されている。一方、第３トランジスタＴＲ3の一方のソー
ス／ドレイン領域には、第１ノードＮＤ1の電位（即ち、駆動トランジスタＴＲDのゲート
電極の電位）を初期化するための電圧ＶOfsが供給される。また、第３トランジスタＴＲ3

のオン／オフ動作は、第３トランジスタ制御回路２１１３から伸びて、第３トランジスタ
ＴＲ3のゲート電極に接続された第３トランジスタ制御線ＡＺ3によって制御される。
【００８７】
　［発光部ＥＬＰ］
　発光部ＥＬＰのアノード電極は、上述のとおり、駆動トランジスタＴＲDのソース領域
に接続されている。一方、発光部ＥＬＰのカソード電極には、電圧ＶCatが印加される。
発光部ＥＬＰの容量を符号ＣELで表す。また、発光部ＥＬＰの発光に必要とされる閾値電
圧をＶth-ELとする。即ち、発光部ＥＬＰのアノード電極とカソード電極との間にＶth-EL

以上の電圧が印加されると、発光部ＥＬＰは発光する。
【００８８】
　以下の説明において、電圧あるいは電位の値を以下のとおりとするが、これは、あくま
でも説明のための値であり、これらの値に限定されるものではない。
【００８９】
ＶSig　：発光部ＥＬＰにおける輝度を制御するための映像信号
　　　　・・・０ボルト～１０ボルト
ＶCC 　：電源部２１００の電圧
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　　　　・・・２０ボルト
ＶOfs　：駆動トランジスタＴＲDのゲート電極の電位（第１ノードＮＤ1の電位）を初期
化するための電圧
　　　　・・・０ボルト
ＶSS 　：駆動トランジスタＴＲDのソース領域の電位（第２ノードＮＤ2の電位）を初期
化するための電圧
　　　　・・・－１０ボルト
Ｖth 　：駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧
　　　　・・・３ボルト
ＶCat　：発光部ＥＬＰのカソード電極に印加される電圧
　　　　・・・０ボルト
Ｖth-EL：発光部ＥＬＰの閾値電圧
　　　　・・・３ボルト
【００９０】
　以下、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の動作説明を行う。尚、上述したように、各種の処理（閾
値電圧キャンセル処理、書込み処理、移動度補正処理）が全て完了した後、直ちに発光状
態が始まるものとして説明するが、これに限るものではない。後述する４Ｔｒ／１Ｃ駆動
回路、３Ｔｒ／１Ｃ駆動回路、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の説明においても同様である。
【００９１】
　　［期間－ＴＰ（５）-1］（図５及び図６Ａ参照）
　この［期間－ＴＰ（５）-1］は、例えば、前の表示フレームにおける動作であり、前回
の各種の処理完了後に第（ｎ，ｍ）番目の発光素子が発光状態にある期間である。即ち、
第（ｎ，ｍ）番目の副画素を構成する発光素子における発光部ＥＬＰには、後述する式（
５）に基づくドレイン電流Ｉ’dsが流れており、第（ｎ，ｍ）番目の副画素を構成する発
光素子の輝度は、係るドレイン電流Ｉ’dsに対応した値である。ここで、書込みトランジ
スタＴＲW、第２トランジスタＴＲ2及び第３トランジスタＴＲ3はオフ状態であり、第１
トランジスタＴＲ1及び駆動トランジスタＴＲDはオン状態である。第（ｎ，ｍ）番目の発
光素子の発光状態は、第（ｍ＋ｍ’）行目に配列された発光素子の水平走査期間の開始直
前まで継続される。
【００９２】
　図５に示す［期間－ＴＰ（５）0］～［期間－ＴＰ（５）4］は、前回の各種の処理完了
後の発光状態が終了した後から、次の書込み処理が行われる直前までの動作期間である。
即ち、この［期間－ＴＰ（５）0］～［期間－ＴＰ（５）4］は、例えば、前の表示フレー
ムにおける第（ｍ＋ｍ’）番目の水平走査期間の始期から、現表示フレームにおける第（
ｍ－１）番目の水平走査期間の終期までの或る時間長さの期間である。尚、［期間－ＴＰ
（５）1］～［期間－ＴＰ（５）4］を、現表示フレームにおける第ｍ番目の水平走査期間
内に含む構成とすることもできる。
【００９３】
　そして、この［期間－ＴＰ（５）0］～［期間－ＴＰ（５）4］において、第（ｎ，ｍ）
番目の発光素子は原則として非発光状態にある。即ち、［期間－ＴＰ（５）0］～［期間
－ＴＰ（５）1］、［期間－ＴＰ（５）3］～［期間－ＴＰ（５）4］においては、第１ト
ランジスタＴＲ1はオフ状態であるので、発光素子は発光しない。尚、［期間－ＴＰ（５
）2］においては、第１トランジスタＴＲ1はオン状態となる。しかし、この期間において
は後述する閾値電圧キャンセル処理が行われている。閾値電圧キャンセル処理の説明にお
いて詳しく述べるが、後述する式（２）を満たすことを前提とすれば、発光素子が発光す
ることはない。
【００９４】
　以下、［期間－ＴＰ（５）0］～［期間－ＴＰ（５）4］の各期間について、先ず、説明
する。尚、［期間－ＴＰ（５）1］の始期や、［期間－ＴＰ（５）1］～［期間－ＴＰ（５
）4］の各期間の長さは、表示装置の設計に応じて適宜設定すればよい。
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【００９５】
　　［期間－ＴＰ（５）0］
　上述したように、この［期間－ＴＰ（５）0］において、第（ｎ，ｍ）番目の発光素子
は、非発光状態にある。書込みトランジスタＴＲW、第２トランジスタＴＲ2、第３トラン
ジスタＴＲ3はオフ状態である。また、［期間－ＴＰ（５）-1］から［期間－ＴＰ（５）0

］に移る時点で、第１トランジスタＴＲ1がオフ状態となるが故に、第２ノードＮＤ2（駆
動トランジスタＴＲDのソース領域あるいは発光部ＥＬＰのアノード電極）の電位は、（
Ｖth-EL＋ＶCat）まで低下し、発光部ＥＬＰは非発光状態となる。また、第２ノードＮＤ

2の電位低下に倣うように、浮遊状態の第１ノードＮＤ1（駆動トランジスタＴＲDのゲー
ト電極）の電位も低下する。
【００９６】
　　［期間－ＴＰ（５）1］（図６Ｂ及び図６Ｃ参照）
　この［期間－ＴＰ（５）1］において、後述する閾値電圧キャンセル処理を行うための
前処理が行われる。即ち、［期間－ＴＰ（５）1］の開始時、第２トランジスタ制御線Ａ
Ｚ2及び第３トランジスタ制御線ＡＺ3をハイレベルとすることによって、第２トランジス
タＴＲ2及び第３トランジスタＴＲ3をオン状態とする。その結果、第１ノードＮＤ1の電
位は、ＶOfs（例えば、０ボルト）となる。一方、第２ノードＮＤ2の電位は、ＶSS（例え
ば、－１０ボルト）となる。そして、この［期間－ＴＰ（５）1］の完了以前において、
第２トランジスタ制御線ＡＺ2をローレベルとすることによって、第２トランジスタＴＲ2

をオフ状態とする。尚、第２トランジスタＴＲ2及び第３トランジスタＴＲ3を同時にオン
状態としてもよいし、第２トランジスタＴＲ2を先にオン状態としてもよいし、第３トラ
ンジスタＴＲ3を先にオン状態としてもよい。
【００９７】
　以上の処理により、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の電位差
がＶth以上となる。駆動トランジスタＴＲDはオン状態である。
【００９８】
　　［期間－ＴＰ（５）2］（図６Ｄ参照）
　次に、閾値電圧キャンセル処理が行われる。即ち、第３トランジスタＴＲ3のオン状態
を維持したまま、第１トランジスタ制御線ＣＬ1をハイレベルとすることによって、第１
トランジスタＴＲ1をオン状態とする。その結果、第１ノードＮＤ1の電位は変化しないが
（ＶOfs＝０ボルトを維持）、第１ノードＮＤ1の電位から駆動トランジスタＴＲDの閾値
電圧Ｖthを減じた電位に向かって、第２ノードＮＤ2の電位は変化する。即ち、浮遊状態
の第２ノードＮＤ2の電位が上昇する。そして、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソ
ース領域との間の電位差がＶthに達すると、駆動トランジスタＴＲDがオフ状態となる。
具体的には、浮遊状態の第２ノードＮＤ2の電位が（ＶOfs－Ｖth＝－３ボルト＞ＶSS）に
近づき、最終的に（ＶOfs－Ｖth）となる。ここで、以下の式（２）が保証されていれば
、云い換えれば、式（２）を満足するように電位を選択、決定しておけば、発光部ＥＬＰ
が発光することはない。
【００９９】
（ＶOfs－Ｖth）＜（Ｖth-EL＋ＶCat）　　（２）
【０１００】
　この［期間－ＴＰ（５）2］にあっては、第２ノードＮＤ2の電位は、最終的に、（ＶOf

s－Ｖth）となる。即ち、駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧Ｖth、及び、駆動トランジス
タＴＲDのゲート電極を初期化するための電圧ＶOfsのみに依存して、第２ノードＮＤ2の
電位は決定される。云い換えれば、発光部ＥＬＰの閾値電圧Ｖth-ELには依存しない。
【０１０１】
　　［期間－ＴＰ（５）3］（図６Ｅ参照）
　その後、第３トランジスタＴＲ3のオン状態を維持したまま、第１トランジスタ制御線
ＣＬ1をローレベルとすることによって、第１トランジスタＴＲ1をオフ状態とする。その
結果、第１ノードＮＤ1の電位は変化せず（ＶOfs＝０ボルトを維持）、浮遊状態の第２ノ
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ードＮＤ2の電位も変化せず、（ＶOfs－Ｖth＝－３ボルト）を保持する。
【０１０２】
　　［期間－ＴＰ（５）4］（図６Ｆ参照）
　次いで、第３トランジスタ制御線ＡＺ3をローレベルとすることによって、第３トラン
ジスタＴＲ3をオフ状態とする。第１ノードＮＤ1及び第２ノードＮＤ2の電位は、実質上
、変化しない。実際には、寄生容量等の静電結合により電位変化が生じ得るが、通常、こ
れらは無視することができる。
【０１０３】
　次いで、［期間－ＴＰ（５）5］～［期間－ＴＰ（５）7］の各期間について説明する。
尚、後述するように、［期間－ＴＰ（５）5］において書込み処理が行われ、［期間－Ｔ
Ｐ（５）6］において移動度補正処理が行われる。上述したように、これらの処理は、第
ｍ番目の水平走査期間内に行われる必要がある。説明の便宜のため、［期間－ＴＰ（５）

5］の始期と［期間－ＴＰ（５）6］の終期とは、それぞれ、第ｍ番目の水平走査期間の始
期と終期とに一致するものとして説明する。
【０１０４】
　　［期間－ＴＰ（５）5］（図６Ｇ参照）
　その後、駆動トランジスタＴＲDに対する書込み処理を実行する。具体的には、第１ト
ランジスタＴＲ1、第２トランジスタＴＲ2、及び、第３トランジスタＴＲ3のオフ状態を
維持したまま、データ線ＤＴＬの電位を、発光部ＥＬＰにおける輝度を制御するための映
像信号ＶSigとし、次いで、走査線ＳＣＬをハイレベルとすることによって、書込みトラ
ンジスタＴＲWをオン状態とする。その結果、第１ノードＮＤ1の電位は、ＶSigへと上昇
する。
【０１０５】
　ここで、容量部Ｃ1の容量を値ｃ1と表し、発光部ＥＬＰの容量ＣELの容量を値ｃELと表
す。そして、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の寄生容量の値を
ｃgsとする。駆動トランジスタＴＲDのゲート電極の電位がＶOfsからＶSig（＞ＶOfs）に
変化したとき、容量部Ｃ1の両端の電位（第１ノードＮＤ1及び第２ノードＮＤ2の電位）
は、原則として、変化する。即ち、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極の電位（＝第１
ノードＮＤ1の電位）の変化分（ＶSig－ＶOfs）に基づく電荷が、容量部Ｃ1、発光部ＥＬ
Ｐの容量ＣEL、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の寄生容量に振
り分けられる。然るに、値ｃELが、値ｃ1及び値ｃgsと比較して十分に大きな値であれば
、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極の電位の変化分（ＶSig－ＶOfs）に基づく駆動ト
ランジスタＴＲDのソース領域（第２ノードＮＤ2）の電位の変化は小さい。そして、一般
に、発光部ＥＬＰの容量ＣELの容量値ｃELは、容量部Ｃ1の容量値ｃ1及び駆動トランジス
タＴＲDの寄生容量の値ｃgsよりも大きい。そこで、説明の便宜のため、特段の必要があ
る場合を除き、第１ノードＮＤ1の電位変化により生ずる第２ノードＮＤ2の電位変化は考
慮せずに説明を行う。他の駆動回路においても同様である。尚、図５に示した駆動のタイ
ミングチャートも、第１ノードＮＤ1の電位変化により生ずる第２ノードＮＤ2の電位変化
を考慮せずに示した。駆動トランジスタＴＲDのゲート電極（第１ノードＮＤ1）の電位を
Ｖg、駆動トランジスタＴＲDのソース領域（第２ノードＮＤ2）の電位をＶsとしたとき、
Ｖgの値、Ｖsの値は以下のとおりとなる。それ故、第１ノードＮＤ1と第２ノードＮＤ2の
電位差、換言すれば、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の電位差
Ｖgsは、以下の式（３）で表すことができる。
【０１０６】
Ｖg ＝ＶSig

Ｖs ≒ＶOfs－Ｖth

Ｖgs≒ＶSig－（ＶOfs－Ｖth）　　　（３）
【０１０７】
　即ち、駆動トランジスタＴＲDに対する書込み処理において得られたＶgsは、発光部Ｅ
ＬＰにおける輝度を制御するための映像信号ＶSig、駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧Ｖ
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th、及び、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極を初期化するための電圧ＶOfsのみに依存
している。そして、発光部ＥＬＰの閾値電圧Ｖth-ELとは無関係である。
【０１０８】
　　［期間－ＴＰ（５）6］（図６Ｈ参照）
　その後、駆動トランジスタＴＲDの移動度μの大小に基づく駆動トランジスタＴＲDのソ
ース領域（第２ノードＮＤ2）の電位の補正（移動度補正処理）を行う。
【０１０９】
　一般に、駆動トランジスタＴＲDをポリシリコン薄膜トランジスタ等から作製した場合
、トランジスタ間で移動度μにばらつきが生じることは避け難い。従って、移動度μに差
異がある複数の駆動トランジスタＴＲDのゲート電極に同じ値の映像信号ＶSigを印加した
としても、移動度μの大きい駆動トランジスタＴＲDを流れるドレイン電流Ｉdsと、移動
度μの小さい駆動トランジスタＴＲDを流れるドレイン電流Ｉdsとの間に、差異が生じて
しまう。そして、このような差異が生じると、表示装置の画面の均一性（ユニフォーミテ
ィ）が損なわれてしまう。
【０１１０】
　従って、具体的には、書込みトランジスタＴＲWのオン状態を維持したまま、第１トラ
ンジスタ制御線ＣＬ1をハイレベルとすることによって、第１トランジスタＴＲ1をオン状
態とし、次いで、所定の時間（ｔ0）が経過した後、走査線ＳＣＬをローレベルとするこ
とによって、書込みトランジスタＴＲWをオフ状態とし、第１ノードＮＤ1（駆動トランジ
スタＴＲDのゲート電極）を浮遊状態とする。そして、以上の結果、駆動トランジスタＴ
ＲDの移動度μの値が大きい場合、駆動トランジスタＴＲDのソース領域における電位の上
昇量ΔＶ（電位補正値）は大きくなり、駆動トランジスタＴＲDの移動度μの値が小さい
場合、駆動トランジスタＴＲDのソース領域における電位の上昇量ΔＶ（電位補正値）は
小さくなる。ここで、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の電位差
Ｖgsは、式（３）から以下の式（４）のように変形される。
【０１１１】
Ｖgs≒ＶSig－（ＶOfs－Ｖth）－ΔＶ　　　（４）
【０１１２】
　尚、移動度補正処理を実行するための所定の時間（［期間－ＴＰ（５）6］の全時間ｔ0

）は、表示装置の設計の際、設計値として予め決定しておけばよい。また、このときの駆
動トランジスタＴＲDのソース領域における電位（ＶOfs－Ｖth＋ΔＶ）が以下の式（２’
）を満足するように、［期間－ＴＰ（５）6］の全時間ｔ0は決定されている。そして、こ
れによって、［期間－ＴＰ（５）6］において、発光部ＥＬＰが発光することはない。更
には、この移動度補正処理によって、係数ｋ（≡（１／２）・（Ｗ／Ｌ）・Ｃox）のばら
つきの補正も同時に行われる。
【０１１３】
（ＶOfs－Ｖth＋ΔＶ）＜（Ｖth-EL＋ＶCat）　　（２’）
【０１１４】
　　［期間－ＴＰ（５）7］（図６Ｉ参照）
　以上の操作によって、閾値電圧キャンセル処理、書込み処理、移動度補正処理が完了す
る。ところで、走査線ＳＣＬがローレベルとなる結果、書込みトランジスタＴＲWがオフ
状態となり、第１ノードＮＤ1、即ち、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極は浮遊状態と
なる。一方、第１トランジスタＴＲ1はオン状態を維持しており、駆動トランジスタＴＲD

のドレイン領域は、電源部２１００（電圧ＶCC、例えば２０ボルト）に接続された状態に
ある。従って、以上の結果として、第２ノードＮＤ2の電位は上昇する。
【０１１５】
　ここで、上述したとおり、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極は浮遊状態にあり、し
かも、容量部Ｃ1が存在するが故に、所謂ブートストラップ回路におけると同様の現象が
駆動トランジスタＴＲDのゲート電極に生じ、第１ノードＮＤ1の電位も上昇する。その結
果、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の電位差Ｖgsは、式（４）
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の値を保持する。
【０１１６】
　また、第２ノードＮＤ2の電位が上昇し、（Ｖth-EL＋ＶCat）を越えるので、発光部Ｅ
ＬＰは発光を開始する。このとき、発光部ＥＬＰを流れる電流は、駆動トランジスタＴＲ

Dのドレイン領域からソース領域へと流れるドレイン電流Ｉdsであるので、式（１）で表
すことができる。ここで、式（１）と式（４）から、式（１）は、以下の式（５）によう
に変形することができる。
【０１１７】
Ｉds＝ｋ・μ・（ＶSig－ＶOfs－ΔＶ）2　　（５）
【０１１８】
　従って、発光部ＥＬＰを流れる電流Ｉdsは、例えば、ＶOfsを０ボルトに設定したとし
た場合、発光部ＥＬＰにおける輝度を制御するための映像信号ＶSigの値から、駆動トラ
ンジスタＴＲDの移動度μに起因した第２ノードＮＤ2（駆動トランジスタＴＲDのソース
領域）における電位補正値ΔＶの値を減じた値の２乗に比例する。云い換えれば、発光部
ＥＬＰを流れる電流Ｉdsは、発光部ＥＬＰの閾値電圧Ｖth-EL、及び、駆動トランジスタ
ＴＲDの閾値電圧Ｖthには依存しない。即ち、発光部ＥＬＰの発光量（輝度）は、発光部
ＥＬＰの閾値電圧Ｖth-ELの影響、及び、駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧Ｖthの影響を
受けない。そして、第（ｎ，ｍ）番目の発光素子の輝度は、係る電流Ｉdsに対応した値で
ある。
【０１１９】
　しかも、移動度μの大きな駆動トランジスタＴＲDほど、電位補正値ΔＶが大きくなる
ので、式（４）の左辺のＶgsの値が小さくなる。従って、式（５）において、移動度μの
値が大きくとも、（ＶSig－ＶOfs－ΔＶ）2の値が小さくなる結果、ドレイン電流Ｉdsを
補正することができる。即ち、移動度μの異なる駆動トランジスタＴＲDにおいても、映
像信号ＶSigの値が同じであれば、ドレイン電流Ｉdsが略同じとなる結果、発光部ＥＬＰ
を流れ、発光部ＥＬＰの輝度を制御する電流Ｉdsが均一化される。即ち、移動度μのばら
つき（更には、ｋのばらつき）に起因する発光部の輝度のばらつきを補正することができ
る。
【０１２０】
　発光部ＥＬＰの発光状態を第（ｍ＋ｍ’－１）番目の水平走査期間まで継続する。この
時点は、［期間－ＴＰ（５）-1］の終わりに相当する。
【０１２１】
　以上によって、第（ｎ，ｍ）番目の副画素を構成する発光素子１０の発光の動作が完了
する。
【０１２２】
　次に、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路に関する説明を行う。
【０１２３】
　　［２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路］
　２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の等価回路図を図７に示し、駆動のタイミングチャートを模式的
に図８に示し、各トランジスタのオン／オフ状態等を模式的に図９Ａ～図９Ｆに示す。
【０１２４】
　この２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路においては、前述した５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路から、第１トラ
ンジスタＴＲ1、第２トランジスタＴＲ2、及び、第３トランジスタＴＲ3の３つのトラン
ジスタが省略されている。即ち、この２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路は、書込みトランジスタＴＲ

W、及び、駆動トランジスタＴＲDの２つのトランジスタから構成され、更には、１つの容
量部Ｃ1から構成されている。
【０１２５】
　　［駆動トランジスタＴＲD］
　駆動トランジスタＴＲDの構成は、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路において説明した駆動トラン
ジスタＴＲDの構成と同じであるので、詳細な説明は省略する。但し、駆動トランジスタ
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ＴＲDのドレイン領域は電源部２１００に接続されている。尚、電源部２１００からは、
発光部ＥＬＰを発光させるための電圧ＶCC-H、及び、駆動トランジスタＴＲDのソース領
域の電位を制御するための電圧ＶCC-Lが供給される。ここで、電圧ＶCC-H及びＶCC-Lの値
として、
ＶCC-H＝　２０ボルト
ＶCC-L＝－１０ボルト
を例示することができるが、これらの値に限定するものではない。
【０１２６】
　　［書込みトランジスタＴＲW］
　書込みトランジスタＴＲWの構成は、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路において説明した書込みト
ランジスタＴＲWの構成と同じであるので、詳細な説明は省略する。
【０１２７】
　　［発光部ＥＬＰ］
　発光部ＥＬＰの構成は、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路において説明した発光部ＥＬＰの構成と
同じであるので、詳細な説明は省略する。
【０１２８】
　以下、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の動作説明を行う。
【０１２９】
　　［期間－ＴＰ（２）-1］（図８及び図９Ａ参照）
　この［期間－ＴＰ（２）-1］は、例えば、前の表示フレームにおける動作であり、実質
的に、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路において説明した［期間－ＴＰ（５）-1］と同じ動作である
。
【０１３０】
　図８に示す［期間－ＴＰ（２）0］～［期間－ＴＰ（２）2］は、図５に示す［期間－Ｔ
Ｐ（５）0］～［期間－ＴＰ（５）4］に対応する期間であり、次の書込み処理が行われる
直前までの動作期間である。そして、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路と同様に、［期間－ＴＰ（２
）0］～［期間－ＴＰ（２）2］において、第（ｎ，ｍ）番目の発光素子は原則として非発
光状態にある。但し、２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の動作においては、図８に示すように、［期
間－ＴＰ（２）3］の他、［期間－ＴＰ（２）1］～［期間－ＴＰ（２）2］も第ｍ番目の
水平走査期間に包含される点が、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の動作とは異なる。尚、説明の便
宜のため、［期間－ＴＰ（２）1］の始期、及び、［期間－ＴＰ（２）3］の終期は、それ
ぞれ、第ｍ番目の水平走査期間の始期、及び、終期に一致するものとして説明する。
【０１３１】
　以下、［期間－ＴＰ（２）0］～［期間－ＴＰ（２）2］の各期間について、説明する。
尚、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路において説明したと同様に、［期間－ＴＰ（２）1］～［期間
－ＴＰ（２）3］の各期間の長さは、表示装置の設計に応じて適宜設定すればよい。
【０１３２】
　　［期間－ＴＰ（２）0］（図９Ｂ参照）
　この［期間－ＴＰ（２）0］は、例えば、前の表示フレームから現表示フレームにおけ
る動作である。即ち、この［期間－ＴＰ（２）0］は、前の表示フレームにおける第（ｍ
＋ｍ’）番目の水平走査期間から、現表示フレームにおける第（ｍ－１）番目の水平走査
期間までの期間である。そして、この［期間－ＴＰ（２）0］において、第（ｎ，ｍ）番
目の発光素子は、非発光状態にある。ここで、［期間－ＴＰ（２）-1］から［期間－ＴＰ
（２）0］に移る時点で、電源部２１００から供給される電圧を、ＶCC-Hから電圧ＶCC-L

に切り替える。その結果、第２ノードＮＤ2の電位はＶCC-Lまで低下し、発光部ＥＬＰは
非発光状態となる。また、第２ノードＮＤ2の電位低下に倣うように、浮遊状態の第１ノ
ードＮＤ1（駆動トランジスタＴＲDのゲート電極）の電位も低下する。
【０１３３】
　　［期間－ＴＰ（２）1］（図９Ｃ参照）
　そして、現表示フレームにおける第ｍ行目の水平走査期間が開始する。この［期間－Ｔ
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Ｐ（２）1］において、閾値電圧キャンセル処理を行うための前処理が行われる。［期間
－ＴＰ（２）1］の開始時、走査線ＳＣＬをハイレベルとすることによって、書込みトラ
ンジスタＴＲWをオン状態とする。その結果、第１ノードＮＤ1の電位は、ＶOfs（例えば
、０ボルト）となる。第２ノードＮＤ2の電位はＶCC-L（例えば、－１０ボルト）を保持
する。
【０１３４】
　上記の処理により、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の電位差
がＶth以上となり、駆動トランジスタＴＲDはオン状態となる。
【０１３５】
　　［期間－ＴＰ（２）2］（図９Ｄ参照）
　次に、閾値電圧キャンセル処理が行われる。即ち、書込みトランジスタＴＲWのオン状
態を維持したまま、電源部２１００から供給される電圧を、ＶCC-Lから電圧ＶCC-Hに切り
替える。その結果、第１ノードＮＤ1の電位は変化しないが（ＶOfs＝０ボルトを維持）、
第１ノードＮＤ1の電位から駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧Ｖthを減じた電位に向かっ
て、第２ノードＮＤ2の電位は変化する。即ち、浮遊状態の第２ノードＮＤ2の電位が上昇
する。そして、駆動トランジスタＴＲDのゲート電極とソース領域との間の電位差がＶth

に達すると、駆動トランジスタＴＲDがオフ状態となる。具体的には、浮遊状態の第２ノ
ードＮＤ2の電位が（ＶOfs－Ｖth＝－３ボルト）に近づき、最終的に（ＶOfs－Ｖth）と
なる。ここで、上述した式（２）が保証されていれば、云い換えれば、式（２）を満足す
るように電位を選択、決定しておけば、発光部ＥＬＰが発光することはない。
【０１３６】
　この［期間－ＴＰ（２）2］にあっては、第２ノードＮＤ2の電位は、最終的に、（ＶOf

s－Ｖth）となる。即ち、駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧Ｖth、及び、駆動トランジス
タＴＲDのゲート電極を初期化するための電圧ＶOfsのみに依存して、第２ノードＮＤ2の
電位は決定される。そして、発光部ＥＬＰの閾値電圧Ｖth-ELとは無関係である。
【０１３７】
　　［期間－ＴＰ（２）3］（図９Ｅ参照）
　次に、駆動トランジスタＴＲDに対する書込み処理、及び、駆動トランジスタＴＲDの移
動度μの大小に基づく駆動トランジスタＴＲDのソース領域（第２ノードＮＤ2）の電位の
補正（移動度補正処理）を行う。具体的には、書込みトランジスタＴＲWのオン状態を維
持したまま、データ線ＤＴＬの電位を、発光部ＥＬＰにおける輝度を制御するための映像
信号ＶSigとする。その結果、第１ノードＮＤ1の電位はＶSigへと上昇し、駆動トランジ
スタＴＲDはオン状態となる。尚、書込みトランジスタＴＲWを、一旦、オフ状態とし、デ
ータ線ＤＴＬの電位を、発光部ＥＬＰにおける輝度を制御するための映像信号ＶSigに変
更し、その後、走査線ＳＣＬをハイレベルとすることによって、書込みトランジスタＴＲ

Wをオン状態とすることで、駆動トランジスタＴＲDをオン状態としてもよい。
【０１３８】
　５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路において説明したと異なり、駆動トランジスタＴＲDのドレイン
領域には電源部２１００から電位ＶCC-Hが印加されているので、駆動トランジスタＴＲD

のソース領域の電位は上昇する。所定の時間（ｔ0）が経過した後、走査線ＳＣＬをロー
レベルとすることによって、書込みトランジスタＴＲWをオフ状態とし、第１ノードＮＤ1

（駆動トランジスタＴＲDのゲート電極）を浮遊状態とする。尚、この［期間－ＴＰ（２
）3］の全時間ｔ0は、第２ノードＮＤ2の電位が（ＶOfs－Ｖth＋ΔＶ）となるように、表
示装置の設計の際、設計値として予め決定しておけばよい。
【０１３９】
　この［期間－ＴＰ（２）3］にあっても、駆動トランジスタＴＲDの移動度μの値が大き
い場合、駆動トランジスタＴＲDのソース領域における電位の上昇量ΔＶは大きく、駆動
トランジスタＴＲDの移動度μの値が小さい場合、駆動トランジスタＴＲDのソース領域に
おける電位の上昇量ΔＶは小さい。
【０１４０】
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　　［期間－ＴＰ（２）4］（図９Ｅ参照）
　以上の操作によって、閾値電圧キャンセル処理、書込み処理、移動度補正処理が完了す
る。そして、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路において説明した［期間－ＴＰ（５）7］と同じ処理
がなされ、第２ノードＮＤ2の電位が上昇し、（Ｖth-EL＋ＶCat）を越えるので、発光部
ＥＬＰは発光を開始する。このとき、発光部ＥＬＰを流れる電流は、前述した式（５）に
て得ることができるので、発光部ＥＬＰを流れる電流Ｉdsは、発光部ＥＬＰの閾値電圧Ｖ

th-EL、及び、駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧Ｖthには依存しない。即ち、発光部ＥＬ
Ｐの発光量（輝度）は、発光部ＥＬＰの閾値電圧Ｖth-ELの影響、及び、駆動トランジス
タＴＲDの閾値電圧Ｖthの影響を受けない。加えて、駆動トランジスタＴＲDにおける移動
度μのばらつきに起因したドレイン電流Ｉdsのばらつき発生を抑制することができる。
【０１４１】
　そして、発光部ＥＬＰの発光状態を第（ｍ＋ｍ’－１）番目の水平走査期間まで継続す
る。この時点は、［期間－ＴＰ（２）-1］の終わりに相当する。
【０１４２】
　以上によって、第（ｎ，ｍ）番目の副画素を構成する発光素子１０の発光の動作が完了
する。
【０１４３】
　以上、好ましい例に基づき説明したが、本発明においては駆動回路の構成はこれらの例
に限定されるものではない。各例において説明した表示装置、発光素子、駆動回路を構成
する各種の構成要素の構成、構造、発光部の駆動方法における工程は例示であり、適宜、
変更することができる。例えば、駆動回路として図１０に示した４Ｔｒ／１Ｃ駆動回路や
、図１１に示した３Ｔｒ／１Ｃ駆動回路を用いてもよい。
【０１４４】
　また、５Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の動作説明においては、書込み処理と移動度補正を別個に
行ったが、これに限るものではない。２Ｔｒ／１Ｃ駆動回路の動作説明と同様に、書込み
処理において移動度補正処理が併せて行われる構成とすることもできる。具体的には、発
光制御トランジスタＴEL_Cをオン状態とした状態で、書込みトランジスタＴSigを介して
、データ線ＤＴＬから映像信号ＶSig_mを第１ノードに印加する構成とすればよい。
【０１４５】
　次に、本発明の一実施形態にかかる長期色温度補正部１２４および長期色温度補正部１
２４に関する構成要素について説明する。
【０１４６】
　図１２は、本発明の一実施形態にかかる長期色温度補正部１２４および長期色温度補正
部１２４に関係する構成要素について説明する説明図である。以下、図１２を用いて本発
明の一実施形態にかかる長期色温度補正部１２４と、長期色温度補正部１２４に関する構
成要素についてより詳細に説明する。
【０１４７】
　長期色温度補正部１２４は、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色に対応する映像信号および制御部１０４か
ら送られる補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’を入力し、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色に対応する映像信
号に、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色に対応する補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’から算出したゲインを
乗算し、ゲインを乗算した後のＲ、Ｇ、Ｂ各色に対応する映像信号（Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’）
を出力するものである。
【０１４８】
　図１２に示したように、長期色温度補正部１２４は、係数乗算部１７０を含んで構成さ
れる。係数乗算部１７０は、後述する係数算出部１６８で算出した補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ
’、Ｃｂ’を映像信号に乗算し、乗算した後のＲ、Ｇ、Ｂ各色に対応する映像信号（Ｒ’
、Ｇ’、Ｂ’）を出力するものである。
【０１４９】
　制御部１０４は、本発明の発光量検出部の一例である長期色温度補正検波部１３８で求
まったＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量の情報を入力し、入力された発光量を用いてパネル１５８
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内部の有機ＥＬ素子の発光時間を算出し、算出した発光時間を基にして、長期色温度補正
部１２４に入力されるＲ、Ｇ、Ｂ各色に対応する映像信号を補正するための補正係数Ｃｒ
’、Ｃｇ’、Ｃｂ’を算出するものである。
【０１５０】
　制御部１０４は、発光時間算出部１６２と、発光時間記憶部１６４と、輝度取得部１６
６と、係数算出部１６８と、を含んで構成される。以下、本発明の一実施形態にかかる制
御部１０４の構成について説明する。
【０１５１】
　発光時間算出部１６２は、長期色温度補正検波部１３８から入力される有機ＥＬ素子の
発光量の情報から、有機ＥＬ素子の発光時間を算出するものである。算出した発光時間の
情報は、発光時間記憶部１６４に送る。
【０１５２】
　発光時間記憶部１６４は、発光時間算出部１６２で算出した発光時間を一時的に記憶し
ておき、記憶した発光時間を所定の間隔で記録部１０６に記録するものである。記録部１
０６は、本発明の発光時間記録部の一例である。
【０１５３】
　輝度取得部１６６は、記録部１０６に記録された発光時間の情報を用いて輝度を取得す
るものである。取得したＲ、Ｇ、Ｂ各色の輝度は、係数算出部１６８に送る。
【０１５４】
　係数算出部１６８は、輝度取得部１６６で取得した輝度を用いて補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ
’、Ｃｂ’を算出し、算出した補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’を長期色温度補正部１２
４に送るものである。
【０１５５】
　係数算出部１６８で補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’を算出する際には、記録部１０６
に予め記録されている、有機ＥＬ素子の発光時間と輝度との関係（ＬＴ特性）に関する情
報に基づいて算出する。記録部１０６に記録されている有機ＥＬ素子のＬＴ特性に関する
情報は、例えばルックアップテーブル（ＬＵＴ；ＬｏｏｋＵｐ　Ｔａｂｌｅ）の形式で格
納されていてもよい。
【０１５６】
　図１３、図１４Ａ、および図１４Ｂは、有機ＥＬ素子のＬＴ特性の一例について説明す
る説明図である。図１３に示したように、一般的な有機ＥＬ素子はＲ、Ｇ、Ｂ各色が同じ
ＬＴ特性を有しておらず、Ｒ、Ｇ、Ｂの色ごとに異なるＬＴ特性を有している。図１３に
示したＬＴ特性では、Ｒ、Ｇ、Ｂの順に、発光時間の経過に伴って輝度の劣化が進む。
【０１５７】
　従って図１３から、発光時間が分かれば有機ＥＬ素子が発光する光の輝度が分かるので
、発光時間から得られる輝度情報に基づいて、最も輝度が落ちている色に合わせるように
補正係数（ゲイン）を算出するのが係数算出部１６８の役割である。
【０１５８】
　本実施形態においては、図１３に示したような有機ＥＬ素子のＬＴ特性に関する情報を
、記録部１０６に予め格納しておく。そして、図１４Ａに示したように、制御部１０４に
入力された各色の発光量から発光時間を導き出す。そして、記録部１０６に格納されたＬ
Ｔ特性に関する情報を用いて、輝度取得部１６６が、導き出した発光時間からＲ、Ｇ、Ｂ
各色の輝度情報を取得する。そして、輝度取得部１６６が取得したＲ、Ｇ、Ｂ各色の輝度
情報を用いて、係数算出部１６８が、映像信号の信号レベルを補正するためのゲインの算
出を行う。有機ＥＬ素子の劣化を抑えるために、ゲインはＲ、Ｇ、Ｂ各色の中で最も輝度
が落ちている色に合わせるように算出することが望ましい。
【０１５９】
　このように補正係数を算出することで、ホワイトバランスを崩さずに画像を表示するこ
とができる。そして、図１４Ｂに示したように、最も輝度が落ちている色に他の色の輝度
を合わせるようにゲインを算出するので、有機ＥＬ素子の劣化を抑えることができる。
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【０１６０】
　以上、本発明の一実施形態にかかる制御部１０４の構成について説明した。
【０１６１】
　長期色温度補正検波部１３８は、映像信号を入力して、入力した映像信号からＲ、Ｇ、
Ｂ各色の輝度を算出するものである。本実施形態においては、１フレームの映像信号で１
色の輝度を算出する。すなわち、Ｒ、Ｇ、Ｂ３色の輝度を算出するには３フレームの映像
信号を入力する。
【０１６２】
　長期色温度補正検波部１３８では、画面を複数の領域に分け、その領域ごとの平均の輝
度を算出する。図１５は、本発明の一実施形態にかかる、輝度を算出するために分割する
画面上の領域を示す説明図である。
【０１６３】
　図１５に示したように、本実施形態においては、長期色温度補正検波部１３８において
画面上の領域を３つの領域に分割し、それぞれの領域におけるＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量を
算出して、算出した発光量を長期色温度補正検波部１３８から制御部１０４に送る。そし
て、制御部１０４において、領域ごとの各色の発光量に基づいて発光時間を求める。
【０１６４】
　このように領域ごとの各色の平均輝度を算出することで、係数算出部１６８においてゲ
インを算出する際に、Ｒ、Ｇ、Ｂの色単位だけでなく、領域ごとにゲインを算出して、色
温度の補正を行うことが可能となる。
【０１６５】
　なお、本実施形態では画面を複数の領域に分け、その領域ごとの平均の輝度を算出した
が、本発明はこれに限られず、画素単位で輝度を算出し、画素単位で算出した輝度を基に
して色温度を補正してもよい。
【０１６６】
　以上、本発明の一実施形態にかかる長期色温度補正部１２４および長期色温度補正部１
２４に関係する構成要素について説明した。次に、本発明の一実施形態にかかる色温度補
正方法について説明する。
【０１６７】
　まず、長期色温度補正検波部１３８に映像信号が入力される。長期色温度補正検波部１
３８に入力される映像信号は、信号レベル補正部１２８を通過した後の映像信号であり、
実際にパネル１５８に表示される映像の元となる信号である。
【０１６８】
　長期色温度補正検波部１３８に映像信号が入力されると、その映像信号から領域単位に
Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の発光量を算出する。
【０１６９】
　上述したように、長期色温度補正検波部１３８は１フレームの映像信号で１色の輝度を
得ることができるので、Ｒ、Ｇ、Ｂ３色分の輝度を取得するためには３フレームの映像信
号を要する。そして、本実施形態においては画面を３つの領域に分け、各領域における各
色の輝度の平均値を算出するので、全ての領域で全ての色の平均値を取得するために９フ
レームの映像信号が入力される。
【０１７０】
　有機ＥＬ素子は、上述したように、入力する電流の量と発光量がリニア関係にある。そ
して、電流と電圧との間もリニア関係を有している。従って、映像信号の信号レベル（電
圧値）を検出することで、信号レベルに応じた発光量を取得することができる。
【０１７１】
　長期色温度補正検波部１３８で領域毎の平均発光量を算出すると、算出した領域毎の平
均発光量を制御部１０４に送る。制御部１０４では、領域毎の平均発光量の情報から発光
時間を求めて記録部１０６に記録し、有機ＥＬ素子の各色の累積発光時間の情報から補正
係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’を算出する。
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【０１７２】
　本実施形態においては、補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’は、記録部１０６に記録され
ている有機ＥＬ素子のＬＴ特性に関する情報を用いて算出する。有機ＥＬ素子のＬＴ特性
に関する情報を用いることで、それぞれの領域におけるＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光時間の情報
から、有機ＥＬ素子の輝度を導くことができる。そして、導き出した有機ＥＬ素子の輝度
から映像信号を補正するための補正係数を算出する。
【０１７３】
　本実施形態においては、算出した発光時間を量子化する。そして、量子化した発光時間
を任意の間隔（例えば１分間隔）で一時的に記憶して、別の任意の間隔（例えば１時間間
隔）で発光時間を記録部１０６に記録する。そして、輝度取得部１６６で輝度レベルを取
得する際には、記録部１０６に記録した発光時間の情報から、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベ
ルを取得する。
【０１７４】
　輝度取得部１６６でＲ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルを取得すると、取得した輝度レベルを
用いて、係数算出部１６８で映像信号の信号レベルを補正するための補正係数Ｃｒ’、Ｃ
ｇ’、Ｃｂ’を算出する。
【０１７５】
　係数算出部１６８が算出した補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’は、制御部１０４から長
期色温度補正部１２４に送られる。長期色温度補正部１２４では、係数算出部１６８が算
出した補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’を係数乗算部１７０で映像信号に乗算することで
、映像信号の信号レベルを補正する。
【０１７６】
　係数算出部１６８は、取得した補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’、すなわちＲ、Ｇ、Ｂ
各色の輝度レベルの中から、輝度レベルが一番小さいものを検出し、その輝度レベルが一
番小さい色に他の色の輝度レベルを合わせるようなゲインを算出する。例えば、取得した
Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルの中でＲの輝度レベルが一番小さければ、他のＧ、Ｂ２色の
輝度レベルをＲの輝度レベルに合わせるようなゲインを算出する。
【０１７７】
　図１６は、本発明の一実施形態にかかる、画面の水平座標とゲインとの関係をグラフで
示す説明図である。図１６に示したように、発光していない領域はゲインを下げて、最も
輝度が落ちている領域に合わせる。
【０１７８】
　算出したゲインは、係数算出部１６８から係数乗算部１７０に送られる。そして、係数
乗算部１７０において映像信号のＲ、Ｇ、Ｂ各色の成分に対してゲインを乗じて、信号レ
ベルを補正する。
【０１７９】
　本発明の一実施形態にかかる色温度補正方法について、図面を参照しながら具体的に説
明する。
【０１８０】
　図１７および図１９は、本発明の一実施形態にかかる色温度補正方法について説明する
流れ図である。図１７は、発光量を取得してから発光時間を記録するまでの流れを説明す
る流れ図であり、図１８は、発光時間から輝度を取得して、映像信号にゲインを乗算する
までの流れを説明する説明図である。
【０１８１】
　まず、長期色温度補正検波部１３８に映像信号が入力されると、入力された映像信号か
らＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量を取得する（ステップＳ１０２）。長期色温度補正検波部１３
８では、１フレームの映像信号で１色の輝度を得ることができるので、Ｒ、Ｇ、Ｂ３色分
の輝度を取得するためには３フレームの映像信号を要する。
【０１８２】
　３フレームの映像信号を入力して１組のＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量のデータを取得した後
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は、連続して次の組のＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量のデータを取得してもよく、所定の時間を
空けて取得してもよい。
【０１８３】
　本実施形態においては、１組のＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量のデータを取得した後は、３フ
レーム分の時間を空けて次の組のＲ、Ｇ、Ｂ各色の発光量のデータを取得することとする
。従って、発光量のデータを取得する間隔は６Ｖ時間（＝０．１秒）である。従って、１
分間に取得できる発光量のデータの組は６００個となる。
【０１８４】
　長期色温度補正検波部１３８で発光量のデータを所定数取得すると、長期色温度補正検
波部１３８から制御部１０４に発光量のデータをＩ／Ｆ部１１４を介して送る。発光量の
データは発光時間算出部１６２が受け取り、発光時間算出部１６２が取得した発光量の平
均値を算出する（ステップＳ１０４）。
【０１８５】
　本実施形態においては、発光量のデータを１分間取得すると、つまり発光量のデータの
組を６００個取得すると、その６００個の発光量のデータの組を用いて、１分間の平均発
光量を算出する。
【０１８６】
　発光時間算出部１６２が平均発光量を算出すると、続いて発光時間算出部１６２で、算
出した平均発光量から発光時間を算出する（ステップＳ１０６）。本実施形態においては
、１分間の平均発光量から発光時間を算出する。発光時間は、以下の式で算出することが
できる。
　発光時間＝平均発光量÷基準値
　ここで、本実施形態における基準値は、全白２００ｃｄ／ｍ２相当の値であり、デュー
ティが２５％の場合には６４である。
【０１８７】
　発光時間を算出すると、算出した発光時間を記録部１０６に記録する。まず記録部１０
６に記録するために、算出した発光時間の量子化を行う（ステップＳ１０８）。量子化す
る際には、整数部分を「分」、小数部分を「秒」として、１５秒単位の値を記録するため
に、発光時間を４倍して、小数点以下を切り捨てることで行う。
【０１８８】
　発光時間を４倍して小数点以下を切り捨てることで、記録部１０６に高い精度で発光時
間を記録することができる。なお、本発明はこれに限らず、発光時間に手を加えずにその
まま記録部に記録してもよい。
【０１８９】
　発光時間を量子化すると、量子化した発光時間を記録部１０６に記録する（ステップＳ
１１０）。記録部１０６への記録は、量子化する度に行ってもよく、一時的に量子化した
発光時間を記憶しておき、所定の時間間隔で記録部１０６に記憶してもよい。
【０１９０】
　ここで、記録部１０６として採用するメモリの仕様によっては、量子化する度に発光時
間を記録すると、メモリの書き換え限度回数を超えてしまうおそれがある。本実施形態に
おいては、そのようなメモリを記録部１０６として採用する場合を考慮して、発光時間記
憶部１６４に量子化した発光時間を一時的に記憶しておく。そして、平均発光量を算出す
る間隔よりも長い間隔で発光時間記憶部１６４から記録部１０６に発光時間を記録するこ
とが望ましい。本実施形態においては、１時間間隔で発光時間記憶部１６４から記録部１
０６に発光時間を記録する。もちろん、記録部１０６の書き換え回数に制限が無い場合で
あれば、発光時間算出部１６２から直接記録部１０６に発光時間を記録してもよい。
【０１９１】
　記録部１０６に記録する際には、発光時間の上書きではなく発光時間を蓄積するように
保存する。記録部１０６に記録されている発光時間の情報を読み出し、量子化した、また
は量子化して一定時間記憶した発光時間の情報と加算して、記録部１０６に発光時間の情
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報を記録する。
【０１９２】
　記録部１０６に発光時間の情報が蓄積されていくと、発光時間の情報とＬＴ特性の情報
とを用いて、有機ＥＬ素子の各色の輝度を導き出すことができる。よって、輝度取得部１
６６において、記録部１０６に蓄積された発光時間の情報を用いて、有機ＥＬ素子の各色
の輝度を導き出す（ステップＳ１１２）。
【０１９３】
　輝度取得部１６６で有機ＥＬ素子の各色の輝度を導き出すと、導き出した各色の輝度を
係数算出部１６８に送る。係数算出部１６８は、各色の輝度から補正係数を算出し（ステ
ップＳ１１４）、算出した補正係数を長期色温度補正部１２４に対して出力する（ステッ
プＳ１１６）。長期色温度補正部１２４が補正係数を受け取ると、係数乗算部１７０にお
いて映像信号のＲ、Ｇ、Ｂ各色の成分に対して係数算出部１６８が算出した補正係数を乗
じて、信号レベルを補正する（ステップＳ１１８）。
【０１９４】
　輝度取得部１６６が導き出した有機ＥＬ素子の発光時間から得られるＲ、Ｇ、Ｂ各色の
輝度レベルを、それぞれＹｒ、Ｙｇ、Ｙｂとする。Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の寿命曲線とＲ、Ｇ、
Ｂ各色の発光時間はそれぞれ異なっていることから、Ｙｒ、Ｙｇ、Ｙｂの値もそれぞれ異
なるものとなっている。
【０１９５】
　従って、まずＲ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルＹｒ、Ｙｇ、Ｙｂの中から、一番輝度レベル
が小さいものを算出し、輝度レベルが一番小さいものに合わせるように他の色の輝度レベ
ルを補正するための補正係数を算出する。
　Ｙｍｉｎ＝ｍｉｎ（Ｙｒ，Ｙｇ，Ｙｂ）
　Ｃｒ’＝Ｙｍｉｎ／Ｙｒ
　Ｃｇ’＝Ｙｍｉｎ／Ｙｇ
　Ｃｂ’＝Ｙｍｉｎ／Ｙｂ
【０１９６】
　このように、発光量の情報から発光時間を算出し、算出した発光時間からＲ、Ｇ、Ｂ各
色の輝度レベルを求める。そして、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルを合わせるような補正係
数を算出することで、色温度の補正を行うことができる。
【０１９７】
　図１９Ａおよび図１９Ｂは、本発明の一実施形態にかかる色温度の調節について説明す
る説明図である。
【０１９８】
　図１９Ａに示したように、本実施形態にかかる表示装置１００は、パネル上で横と縦の
比率が１６：９の映像（横９６０ドット、縦５４０ドット）を表示することができる。し
かし、テレビ放送においては横と縦の比率が４：３である映像も未だ存在する。そのよう
な映像を本実施形態にかかる表示装置１００に表示すると、中央部分にのみ映像が表示さ
れ、画面の左右両端部分に何も映像が表示されずに、黒く表示されることがある。
【０１９９】
　従って、図１９Ｂに示したように、表示装置１００に横と縦の比率が４：３である映像
を表示し続けると、黒く表示される両端部分に比べて、中央部分が特に劣化することにな
る。
【０２００】
　このように、表示装置１００に横と縦の比率が４：３である映像を表示し続けて、中央
部分の発光特性が劣化した場合には、画面の左右両端部分の輝度を画面の中央部分の輝度
に合わせるような補正を行ってもよく、画面の中央部分の輝度を最も輝度レベルが落ちて
いる色に合わせるように画面全体で補正を行ってもよい。
【０２０１】
　また、本実施形態においては、発光量を検出する際における画面上の検出領域は縦５１
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２ライン（５１２＝２９）である。一方、パネル上では縦方向に５４０ラインを有してい
る。従って、発光量を検出する際には、時間の経過と共に検出領域を上下に移動させても
よい。
【０２０２】
　図２０は、本発明の一実施形態にかかる、時間と検出領域との関係をグラフで示す説明
図である。横軸は時間（ｔ）を表し、縦軸はパネルの一番上を基準とした、検出領域の上
端の開始ラインを座標として表している。
【０２０３】
　時間（ｔ）が０の時は、検出領域はパネルの一番上から縦に５１２ラインを検出領域と
して、発光量の検出を行う。その後、時間の経過に伴って検出領域の上端を徐々に下げて
いき、検出領域の上端が上から２８ライン目に達すると、今度は検出領域の上端を徐々に
下げていく。このように、時間の経過と共に検出領域を上下させることで、画面全体の発
光量を満遍無く取得することが可能となる。
【０２０４】
　なお、図２０に示したグラフにおける直線の傾き、すなわち検出領域の時間あたりの移
動量は、固定値であってもよく、可変値であってもよい。また可変値である場合には、外
部から設定を可能にするために、移動量をパラメータとして開放してもよい。
【０２０５】
　以上、本発明の一実施形態にかかる色温度補正方法について説明した。なお、上述した
本発明の一実施形態にかかる色温度補正方法は、表示装置１００の内部の記録媒体（例え
ば記録部１０６）に予め本発明の一実施形態にかかる色温度補正方法を実行するように作
成されたコンピュータプログラムを記録しておき、当該コンピュータプログラムを演算装
置（例えば制御部１０４）が順次読み出して実行することによって行ってもよい。
【０２０６】
　以上説明したように、本発明の一実施形態によれば、映像信号から有機ＥＬ素子の発光
量を求め、求めた発光量から発光時間を算出し、算出した発光時間の情報からＲ、Ｇ、Ｂ
各色の輝度レベルを算出することができる。そして、算出したＲ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベ
ルのうち、最も輝度レベルの低い色に合わせるようにゲインを算出し、算出したゲインを
映像信号に掛け合わせることで色温度を補正し、表示装置１００のパネルを通じて画面に
表示される画像のホワイトバランスの崩れを防ぐことができる。
【０２０７】
　また、本発明の一実施形態によれば、リニア特性を有する映像信号の信号レベルからＲ
、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルを算出することができるので、パネル１５８から実際に発光し
たＲ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルの情報を取得しなくても、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルを
取得して、色温度の補正を行うことが可能となる。また、リニア特性を有する映像信号に
対する各種信号処理は簡単な演算で済むので、演算を行う回路は単純な回路構成で足りる
。その結果、回路面積全体の減少に繋がり、ひいては表示装置１００の薄型化や軽量化に
繋がるものである。
【０２０８】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【０２０９】
　例えば、上記実施形態では、制御部１０４の内部に設けた輝度取得部１６６で、記録部
１０６に記録された発光時間とＬＵＴとから輝度を取得し、取得した輝度から係数算出部
１６８で補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ’を算出し、算出した補正係数を長期色温度補正
部１２４に送ることで、長期色温度補正部１２４の内部に設けた係数乗算部１７０で係数
を乗算していたが、本発明は係る例に限定されないことは言うまでもない。例えば、制御
部１０４の内部はＲ、Ｇ、Ｂ各色の輝度レベルの取得まで行い、取得した輝度レベルを長
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期色温度補正部１２４に送り、長期色温度補正部１２４で補正係数Ｃｒ’、Ｃｇ’、Ｃｂ
’の算出を行うようにしてもよい。
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